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序　　言

　本書は、重要遺跡確認調査として国庫補助を受け、国指定史跡『史跡久米官
衙遺跡群』の発掘調査の一環として実施した久米高畑遺跡69次調査と71次調査、
73次調査の報告書です。
　今回の調査は、回廊状遺構の西方における官衙関連施設の展開を把握するこ
とを目的に、回廊状遺構の南西隅から西方約30～ 60メートルの地点で実施し
ました。
　調査では、官衙に関連する施設と思われる掘立柱建物１棟が見つかり、調査
の目的である回廊状遺構の西方にも官衙施設が展開することがわかりました。
また、来住廃寺創建時の瓦が出土した溝なども見つかりました。このほか、弥
生時代前期末から古墳時代にかけての竪穴式建物や掘立柱建物などや中近世の
溝・土坑などの集落に関連する遺構や遺物が見つかり、大きな成果を得ること
ができました。
　最後になりましたが、発掘調査および報告書刊行に際しまして、数々のご指
導とご協力いただきました地権者ならびに周辺の住民の方々、関係各位に心か
らお礼申し上げますとともに、本書が学術研究はもちろん、教育や文化の振興
等のため広くご活用いただけることを心より祈念いたしております。

　　平成24年３月

松山市教育長　　

山 内　　泰



例　　言

１　 本書は松山市教育委員会、財団法人松山市生涯学習振興財団（当時）が国庫補助事業として、平

成19・20・21年度に実施した、松山市が指定する埋蔵文化財包蔵地、旧「№127 来住廃寺跡」、

現「№127 久米官衙遺跡群」（平成22年3月）内における重要遺跡確認調査として行った、埋蔵文

化財の発掘調査報告書である。なお、本報告書は平成23年度の国庫補助事業として刊行したもの

である。

２　  本文中では遺構名を略号化し、竪穴建物・竪穴住居：SB、掘立柱建物：掘立、溝：SD、土坑：

SK、柱穴・小穴：SP、性格不明遺構：SX で記述した。

３　 本書で使用した標高数値はすべて海抜標高を示し、方位は国土座標を基準とした真北である。

４　 基本土層や遺構埋土の色調は農林水産省水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』（1998）に

準拠した。

５　 屋外調査での写真は調査担当者と大西朋子が、遺物写真と図版作成は大西が担当した。

６　 遺構の実測は小笠原善治、吉岡和哉、水本完児、遺物の復元及び実測・製図は宮内慎一、小笠

原、吉岡、水本の指示のもとに行った。

７　 挿図の縮尺は縮分値をスケール下に記した。遺物実測図は原則として、弥生土器は1/4、土師器、

須恵器、陶磁器は1/3、石器、金属製品は1/2とした。

８　 調査では下條信行（愛媛大学名誉教授）、田﨑博之（愛媛大学）の諸先生方にご指導、ご教示を

頂いた。記して感謝申し上げます。

９　 屋外調査における国土座標測量は、以下の2社に業務を委託した（株式会社 GIS 四国、有限会社

四国測量設計）。

10　 本書の執筆は小笠原、河野史知、水本が分担し、編集は小笠原が担当した。

11　本書に掲載した記録類や遺物は、松山市立埋蔵文化財センターにおいて保管されている。

12　報告書抄録は巻末に掲載している。
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除く市内一円を対象として、発掘調査ならびに出土物整理作業、報告書作成業務を旧財団へ委託して

実施することとした。（旧財団は平成22年度に（財）松山市文化・スポーツ振興財団へと名称が変わる。）

　本書で報告する、平成19年度の久米高畑遺跡69次調査、平成20年度の久米高畑遺跡71次調査、久米

高畑遺跡73次調査の各調査については、ともに重要遺跡確認調査として実施された。各調査地の現況

はともに水田で、畦を挟んでそれぞれ隣接している。この場所は、史跡久米官衙遺跡群における代表

的な施設である回廊状遺構の南西角から西に約30ｍに位置している。

　当地周辺では、回廊状遺構の西方における官衙の実態解明を目的として、平成14年度の久米高畑遺

跡56次調査以降、継続的に調査が実施されており、久米官衙遺跡群の西部域について資料が蓄積され

ている。今回報告する3調査も、同様の目的のもとに計画され、実施されたものである。

表１	 調査地一覧

遺跡名称 調査面積 調査期間

久米高畑遺跡69次調査 419㎡ 平成19年８月１日～平成19年10月31日
久米高畑遺跡71次調査 約270㎡ 平成20年11月17日～平成21年２月28日
久米高畑遺跡73次調査 約270㎡ 平成21年11月２日～平成22年３月３日

第２節　整理・刊行組織
平成19年度　（平成19年4月1日現在）

調査委託　松山市教育委員会

松山市教育委員会　教育長　土居　貴美

	 事務局	 局　長　石丸　　修

	 企画官　仙波　和典

	 企画官　田中　郁夫

	 企画官　田浦　雅文

	 文化財課	 課　長　家久　則雄

	 主　幹　森川　惠克

	 主　幹　栗田　正芳

調査組織　財団法人松山市生涯学習振興財団

松山市生涯学習振興財団　　理事長　中村　時広

	 事務局長　吉岡　一雄

　　埋蔵文化財センター　　所　長　丹生谷博一

	 次　長　重松　幹雄

	 次　長　田城　武志

（兼務）教育普及担当リーダー　重松　幹雄

（兼務）調査担当リーダー　田城　武志

（久米高畑69次調査担当）	　	 調査員　小笠原善治

	 （写真担当）		 調査員　大西　朋子

平成20年度　（平成20年4月1日現在）

調査委託　松山市教育委員会

松山市教育委員会　教育長　土居　貴美

	 事務局	 局　長　石丸　　修

	 企画官　仙波　和典

	 企画官　古鎌　　靖

	 企画官　岸　　紀明

	 文化財課	 課　長　家久　則雄

	 主　幹　森　　正経

	 主　幹　森川　惠克

調査組織　財団法人松山市生涯学習振興財団

松山市生涯学習振興財団	 理事長　中村　時広

	 事務局長　吉岡　一雄

	 埋蔵文化財センター	 所　長　丹生谷博一

	 次　長　折手　　均

	 次　長　重松　佳久

	 調査担当リーダー　栗田　茂敏

	（久米高畑71次調査担当）	 調査員　吉岡　和哉

	 （写真担当）	 調査員　大西　朋子
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平成22年度　（平成22年4月1日現在）

整理委託　松山市教育委員会

松山市教育委員会　教育長　山内　　泰

	 事務局	 局　長　藤田　　仁

	 企画官　勝谷　雄三

	 企画官　青木　　茂

	 企画官　佐々木乾二

	 文化財課	 課　長　駒澤　正憲

	 主　幹　森　　正経

	 副主幹　三好　博文

整理組織　財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

（財）松山市文化・スポーツ振興財団

	 理事長　一色　哲昭

	 事務局長　松澤　史夫

	 事務局次長　砂野　元昭

	 施設利用推進部　部　長　中越　敏彰

	 埋蔵文化財センター	 所　長　重松　佳久

	 普及・啓発リーダー　栗原　伸二

	 調査・研究リーダー　栗田　茂敏

	（久米高畑69次調査担当）	 主　任　小笠原善治

	（久米高畑71次調査担当）	 調査員　吉岡　和哉

	（久米高畑73次調査担当）	 主　任　水本　完児

	 （写真担当）	 調査員　大西　朋子

平成21年度　（平成21年4月1日現在）

調査委託　松山市教育委員会

松山市教育委員会　教育長　山内　　泰

	 事務局	 局　長　藤田　　仁

	 企画官　古鎌　　靖

	 企画官　青木　　茂

	 文化財課	 課　長　家久　則雄

	 主　幹　森　　正経

	 副主幹　三好　博文

調査組織　財団法人松山市生涯学習振興財団

松山市生涯学習振興財団	 理事長　中村　時広

	 事務局長	 松澤　史夫

	 埋蔵文化財センター　所　長　白石　修一

	 次　長　折手　　均

	 次　長　重松　佳久

	 調査担当リーダー　栗田　茂敏

	（久米高畑73次調査担当）	 調査員　水本　完児

	 （写真担当）	 調査員　大西　朋子

平成23年度　（平成23年4月1日現在）

整理委託　松山市教育委員会

松山市教育委員会　教育長　山内　　泰

	 事務局　局　長　嶋　　啓吾

	 企画官　渡部　満重

	 企画官　青木　　茂

	 文化財課　課　長　駒澤　正憲

	 主　幹　森　　正経

	 主　査　竹内　明男

整理組織　財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

（財）松山市文化・スポーツ振興財団

	 理事長　一色　哲昭

	 事務局長　松澤　史夫

	 事務局次長　近藤　　正

	 施設利用推進部　部　長　中越　敏彰

	 埋蔵文化財センター　所　長	 田城　武志

	 調査・研究リーダー　栗田　茂敏

	 普及・啓発リーダー　梅木　謙一

	（久米高畑69次調査担当）	 主　任　小笠原善治

	（久米高畑71次調査担当）	 主　任　吉岡　和哉

	（久米高畑73次調査担当）	 主　任　水本　完児

	 （写真担当）	 調査員　大西　朋子



4

はじめに

（平成23年4月1日現在）

刊行主体　松山市教育委員会

松山市教育委員会　教育長　山内　　泰

	 事務局　局　長　嶋　　啓吾

	 企画官　渡部　満重

	 企画官　青木　　茂

	 文化財課　課　長　駒澤　正憲

	 主　幹　森　　正経

	 主　査　竹内　明男

編集組織　財団法人松山市文化・スポーツ振興財団

（財）松山市文化・スポーツ振興財団

	 理事長　一色　哲昭

	 事務局長　松澤　史夫

	 事務局次長　近藤　　正

	 施設利用推進部　部　長　中越　敏彰

	 埋蔵文化財センター　所　長	 田城　武志

	 調査担当リーダー　栗田　茂敏

	 普及・啓発リーダー　梅木　謙一

	 （久米高畑69次担当）	 主　任　小笠原善治

	 （久米高畑71次担当）	 主　任　河野　史知

	 （久米高畑73次担当）	 主　任　水本　完児

	 （写真担当）	 調査員　大西　朋子

第３節　立地と歴史的環境
（1）遺跡群の立地
　来住廃寺を含む史跡久米官衙遺跡群は、高縄山系の山々の麓に程近い松山平野の北東部に位置して

いる。以下、この平野を形成する河川との関係から当遺跡群の立地を概説する（第1図）。

　平野のほぼ中央を東から西へ流れる重信川が、当平野における最大規模の河川である。松山平野は

この川によって大きく南北に分断されている。遺跡群が立地する重信川北側の地域は、高縄山系に源

を発した支流の石手川によって東西に区分され、西の地域には、弥生時代中期から後期にかけての拠

点集落である文京遺跡が立地する。石手川左岸が歴史上大きな地位を占めるに至るのは、川越しに文

京地区を望むことができる高台に位置する桑原地区に大型特殊建造物群が建設される古墳時代初頭の

ことである。これ以降、代表的な前方後円墳は、桑原から久米にかけての重信川と石手川に挟まれた

区域に限定してその系譜を追うことが可能となる。その後、古墳時代中期の大規模集落として知られ

る福音寺遺跡群は、石手川の支流である小野川と、桑原地区との境を画する川附川に挟まれた区域に

立地する。7世紀に至ると、松山平野における政治的中心は、小野川をさらに遡った別の支流である

堀越川の南に移動し、久米官衙遺跡群の中心域を形成するに至る。

（2）久米官衙遺跡群における遺跡の歴史的環境
　久米官衙遺跡群は、小野川の支流である堀越川の河岸段丘を背にして、小野川が南に蛇行する地点の

北に広がる微高地上に立地している。堀越川沿いには、久米官衙遺跡群で最も古いⅠ期の施設である政

庁のほか、方格地割に伴う久米官衙遺跡群Ⅱ期の正倉院や政庁南東官衙などの諸施設が東西に建ち並

ぶ。Ⅱ期を代表する官衙である回廊状遺構と呼ぶ施設は、これら北部の諸施設から南へ二町張り出した

微高地の先端部に設けられており、その北側には別の方一町規模の官衙施設も回廊北方官衙と呼ばれ確

認されている。これら南部の施設の一部については、その後7世紀末にかけて来住廃寺の寺域に組み込
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まれていくことが明らかにされている（Ⅲ－A期）。また、8世紀中頃には正倉院が拡充されることに伴っ

て、遺跡群北西部の地割も一部改変される（Ⅲ－B期）。回廊状遺構の北西に遺跡群Ⅱ期の方一町の敷地

が存在するか否か明らかにされてはいないが、この区域にも、8世紀以降の区画溝が複数箇所存在する

様子が明らかにされていることから、何らかの官衙施設が立地したものと想定されている。

今回報告する3つ（久米高畑遺跡69次・71次・73次）の調査地付近は、回廊状遺構西辺から西へ約

30mの地点に位置している。この官衙南西部付近は以前より回廊状遺構の西方に位置することから、

官衙関連遺構の存在が期待され調査を重ねられてきたが、これまでの調査では官衙に関連する遺構は

希薄であり、また地割に関する知見も特に多くは得られていなかった。この3遺跡は、来住台地南西

端部から回廊状遺構西部の大部分を占める場所であり、本3調査地付近が実質的に来住舌状台地上に

展開する遺構群の南西端部にあたるものと評価されている。

【文献】

　岸　　郁男・森　　光晴・小笠原好彦他　1979　『来住廃寺』　松山市教育委員会

　吉本　　拡　1981　「来住V遺跡」『一般国道11号松山東道路関係遺跡埋蔵文化財調査報告書Ⅲ』

	 愛媛県教育委員会・愛媛県埋蔵文化財センター
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第4図　調査地位置図

第Ⅱ章　久米高畑遺跡69次調査

第１節　調査に至る経緯

　松山市来住町911に所在する水田において、国から補助を受けて重要遺跡確認調査を実施した。

　三好鐵己氏（来住町在住）が所有する当該地は、松山市が指定する遺物包含地「№127 来住廃寺跡」

に位置している。久米官衙遺跡群の主要施設である回廊状遺構の西辺から西へおよそ30～60ｍにあた

ることから、官衙域南西部における官衙関連施設の有無について新たな情報を得ることができるので

はないかと期待された。また開発行為に伴って実施される本発掘調査とは異なることから、事前の試

掘・確認調査は行っていない。

　調査は、平成19年8月1日から同年10月31日の間、久米高畑遺跡69次調査として行った。

9次調査

63次調査

58次調査

53次調査

53次調査

73次調査

69次調査

71次調査

18次調査

回
廊
状
遺
構

0 20m

（S＝1：500）
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調査組織
　所 在 地 ： 松山市来住町911番

　調 査 期 間 ： 平成19年（2007）8月1日～平成19年（2007）10月31日

　調 査 面 積 ： 419㎡

　土地所有者 ： 三好鐵己

　調 査 目 的 ： 重要遺跡確認調査

　調 査 主 体 ： 松山市教育委員会、［委託］財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

　調 査 担 当 ： 文化財課　栗田正芳、　埋蔵文化財センター　小笠原善治・橋本雄一

第２節　調査の経過

調査日誌抄録
平成19年8月1日（水） 重機による掘削着手。耕作土の移動を完了。

8月 6日（月）重機による掘り下げを継続しながら、遺構検出作業に着手（重機掘削は7日に終了）

8月 8日（水）文化財課担当者現場視察、今後の方針を協議。

8月10日（金）測量業者による基準杭の設置作業を行う。

8月16日（木）調査区西～中央部の遺構検出作業開始。

8月24日（金）調査区内、グリッド杭設置作業に着手。同月29日終了。

8月27日（月）平板測量による遺構全体略図作成開始。

8月29日（水）午後より遺構検出状況写真撮影。

8月31日（金）各遺構平面図作成開始。

9月 3日（月）SK1・2掘り下げ開始。順次SKの掘り下げを継続する。

9月20日（木）調査区東部～中央部の柱穴群半裁開始。

10月 2日（火）SK15・16の掘り下げ開始。その他の遺物出土状況写真及び遺物取り上げに着手。

10月19日（金）各遺構平・断面図作成完了。

10月25日（木）調査区清掃作業の後、遺構全体写真撮影。

10月27日（土）一般向けの現地説明会を開催。午後より、清掃及び調査区内地要作内発掘機材撤去作業。

10月29日（月）遺構保護のため調査区内に真砂土を搬入し、重機による埋め戻し作業開始。

10月31日（水）発掘調査終了。

第３節　調査の方法と凡例

（１）測量の基準と調査区の設定
　調査に際しては、株式会社GIS四国（松山市本町）に委託して基準点の設置を行った。久米官衙遺

跡群においては、平成17年度の調査まで、旧国土座標に基づく基準点の打設を行ってきたが平成18年

度に調査された久米高畑遺跡67次調査より世界測地系への移行を決定し、以降の調査は世界測地系に

基づく座標点による基準点の打設を行っている。なお、グリッドの配置については、第5図のとおり

の方法で行った。
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調査の方法と凡例

第5図　区割図
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（２）凡　例
1　 遺構の種別は略号で示した。竪穴住居：SB、掘立柱建物：掘立、土坑：SK、溝：SD、柱穴：SP、

性格不明遺構：SX、掘立等ならびのわかる柱穴：Pなどである。

2　 遺物の実測図は、基本的に1/4で統一した。遺構図は1/40、1/50を基本としたが、一部1/200およ

びその他のものもある。

3　本書で示した方位は、世界測地系に基づく座標北で、高度は標高である。

4　基本土層の番号はローマ数字で、遺構埋土についてはアラビア数字で表記した。

5　土色や遺物の色調の表記に際しては、『新版標準土色帖』1998年版を参考にした。

6　本書にて使用した地形図は以下の通りである。一部、加筆したものも含まれている。

　 松山市都市計画図1/500、同1/2500・国土地理院発行1/25000「松山南部」、「松山北部」

４級基準点名 Ｘ座標値 Ｙ座標値
1 90060.000 −64793.000
2 90060.000 −64802.000
3 90069.000 −64802.000
4 90069.000 −64811.000

（座標系：第4系、平面直角座標値、単位：m）
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第6図　遺構配置図
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層　位

第４節　層　位

　調査地は基本的に南西に向かって地形が緩傾斜する微高地上に立地する。調査地の現況は水田であ

り、耕作土上面の標高は37.15～37.32ｍ、遺構検出面である地山上面は中央部で標高約37ｍ程度であ

る。水田を造る際に水平に整地されることから、下位の礫層が若干露出している場所も見られる。ま

た、円形に巡る掘立柱を伴う住居も柱以外の施設が見られないことから、調査地周辺の削平規模およ

び程度が大きいことがうかがえる。

　土層観察より、北部は第Ⅰ層の分布が大半で、南部にかけてようやく第Ⅱ層が分布するなど、全体

を概観すれば耕作土直下に地山相当層であり、この基盤層の上位に堆積した層序の残存は少ない。こ

れは来住台地上ではよく見られる状況で、調査地においても後世の幾度かの開発によって大きく遺構

は削平されていることが分かる。

　基本土層の観察結果は、以下の通りである。

Ⅰ層：耕作土　　 褐灰色土（10YR5/1）現在の水田耕作土層。調査地全域に分布するが、北部から南

部にかけて徐々に薄くなり、層厚は10～26㎝を測る。

Ⅱ層：旧耕作土　 層序の主体はにぶい黄褐色土（10YR5/3）で南西部の一部で若干層序に変化が見ら

れる。層厚は12～20㎝である。

Ⅱ−1層：橙色土（7.5YR6/5）　主に調査区南西部に分布。層厚は2～6㎝と極薄く分布する。

Ⅱ−2層： にぶい黄褐色土（10YR5/3）　本層位の主な土色である。北部から南部にかけて徐々に厚

く分布するが南西部では途切れる。層厚は7～12㎝である。

Ⅱ−3層：褐灰色土 （7.5YR5/1）　主に調査区南西部に分布。層厚は3㎝前後で疎らに分布する。

Ⅱ−4層：にぶい黄橙色土 （10YR6/4）　主に調査区南西部に分布。層厚は2～10㎝である。

Ⅱ−5層： 明褐色土（7.5YR5/6）＋褐灰色土（10YR4/1）　北部から南部にかけて分布するが、層

厚は2～10㎝で、北部は6㎝程度の疎らで、南部では層として地山直上に分布する。

Ⅲ層：地山　　　明褐色土（7.5YR5/6）～褐灰色土（10YR4/1）、調査区の全域に分布する。

壁面遺構等埋土

ａ： 暗褐色土〔10YR3/3〕

ｂ： 明黄褐色土〔7.5YR5/6〕褐灰色土が5％程度混入

ｃ： 明黄褐色土〔7.5YR5/6〕褐灰色土が5％程度

混入＋明褐色土〔7.5YR5/6〕

ｄ： 暗褐色土〔7.5YR3/3〕＋褐灰色土〔7.5YR4/1〕

ｅ： 褐灰色土〔7.5YR4/1〕＋褐灰色土〔10YR4/1〕

ｆ： 褐灰色土〔7.5YR4/1〕黄褐色地山10％程度含む

ｇ： 暗褐色土〔7.5YR3/3〕

ｈ： 黄褐色土〔10YR5/6〕暗褐色土20％程度含む

ｉ： 褐灰色土〔7.5YR4/1〕

ｊ： 暗褐色土〔7.5YR3/4〕黄褐色地山 2 ～ 5mm

の粒状に 2％程度混入

ｋ： 暗褐色土〔7.5YR3/3〕黄褐色地山粒状に 5％

程度混入

ｌ： 灰褐色土〔7.5YR4/2〕黄褐色地山粒状に少

量混入

ｍ： 褐色土〔10YR4/4〕黄褐色地山粒状に少量混入

ｎ： 明褐色土〔7.5YR5/6〕＋褐灰色土〔10YR4/1〕

ｏ： 暗褐色土〔10YR3/3〕褐灰色土〔10YR5/1〕

60％程度含む
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第５節　遺構と遺物

　本調査で検出した遺構は、掘立柱建物（掘立）7棟、竪穴住居（SB）4棟、溝（SD）1条、土坑（SK）

18基、性格不明遺構（SX）2基である。遺構の検出は第Ⅲ層上面（地山直上）で確認した。調査地お

よび周辺の遺跡では、包含層はほとんどなく、もしくはかろうじて数センチの残存であり、これらは

後世の削平を受け、すでに遺物と共に多くが失われている。遺物は、弥生土器、須恵器、土師器、瓦、

砥石、石鏃、磁器などで、時期は弥生時代前期前半から中世まで幅広く出土している。

１）竪穴住居（SB）
ＳＢ１（第10図）

　柱穴は推定8本。北壁外に展開する。柱穴は径15～35cmの円形。深さは最大25cmを測り、北部は

削平を受け消失している。直径5mの円形竪穴住居。柱穴の遺存状況からも、全体は大きく削平を受

けて柱穴以外の施設は消失していると考えられる。また位置関係から掘立3はSB1の主柱穴の可能性

もある。遺構からは遺物の出土はない。遺構はすべて半截で、完掘はしていない。

P1

P2

P3

P4

P5

P6
H=37.20m

H=37.20m

H=37.20m

H=37.20m

H=37.20m

H=37.20m

1

1

1

2

2

2

3

3

北壁

地山

第10図　SB1測量図

１　暗褐色土
　　（褐色地山 2 ～ 5mm のブロック状に 5 ～ 8％程度含む）
２　暗褐色土
３　暗褐色土（黄褐色地山 50％程度含む） 0 2m

（S＝1：50）



久米高畑遺跡69次調査

18

時　期　出土した遺物もなく時期特定は

出来ない。ここでは周辺の状況および埋

土から弥生時代とする。

ＳＢ２（第11図）

　調査区ほぼ中央部に位置する。建物の

検出規模は6.80m×3.11mを測り、検出し

た柱穴は6本である。柱穴の規模は、径

20cm～40cmで、埋土は、暗褐色土を主体

にP4、P5などは赤褐色土がブロック状に

50％程度混入する。深さは最大25cm程度

で、北東部は浅くなる。竪穴住居復元推

定規模は、径6.80m以上の円形住居となり、

本遺跡内でも大きい部類である。状況か

ら柱穴以外の施設は消失していると考え

られる。遺構からは遺物の出土はない。

時　期　出土した遺物もなく時期特定は

出来ない。ここでは周辺遺跡の状況およ

び埋土から弥生時代とする。

ＳＢ３（第12図、写真図版3）

　調査区南東部に位置する。建物の規模

は径5.05～4.80mで、柱穴は8本の円形竪穴

住居である。柱穴の規模は、径20～42cm

の円形で、深さ11～21cmを測り、北部が

やや強く削平されている。埋土は暗褐色

土で、P2のみ赤褐色土である。主柱穴以

外の施設は検出されなかった。遺物1は、P5より出土した弥生時代の甕形土器底部片である。

時　期　時期を比定できる遺物の出土が少ないが、ここでは、出土遺物と周辺遺跡の状況から、弥生

時代前期以降とする。

ＳＢ４（第13図、写真図版3）

　調査区南東部に位置する。建物の規模は径4.83～5.14mの円形竪穴住居である。柱穴以外の施設は

検出されなかった。柱穴は、推定8本の内7本を検出した。竪穴住居の南部の一部は調査区外に展開する。

柱穴は25～35cmのほぼ円形を呈し、深さ2～32cmである。埋土は、暗褐色土である。遺物はP6より、

2の内黒瓦器埦底部片と弥生時代甕形土器胴部片が出土している。瓦器埦については、おそらく上部

からの流れ込みと考えられる。甕形土器胴部片は小片のため、実測図は掲載していない。

時　期　出土遺物が少なく比定しがたいが、ここでは、周辺遺跡の遺構状況および埋土から、弥生時

代前期以降とする。

１　暗褐色土（黄褐色地山1～2mmの粒状に混入）
２　1層と赤褐色土がブロック状に50％程度混入

0 2m

（S＝1：60）
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　壁

第11図　SB2測量図
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１　暗褐色土（黄褐色地山ブロック状に混入）
２　赤褐色土（褐灰色土が 20％程度混入）

0 2m

（S＝1：50）

0 10cm

（S＝1：4）

第12図　SB3測量図・出土遺物実測図

１

２）掘立柱建物（掘立）
掘立１（第14図）

　調査区北東部に位置する。掘立建物の西半は調査区外に展開する。建物は南北棟で、規模は桁行4

間、梁行2間以上で床面積11.85㎡以上である。柱間寸法は桁行0.82～1.40m、梁行1.60・1.70mを測る。

柱穴の規模は長径18～53cmの円形を呈し、深さ4～29cmを測る。埋土は暗褐色土、灰褐色土である。

遺構から遺物の出土はない。

時　期　出土する遺物もなく、時期は特定できないが、周辺の状況・埋土からここでは弥生時代とす

る。
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第13図　SB4測量図・出土遺物実測図

１　暗褐色土（黄褐色地山粒状に含む）
２　暗褐色土
３　暗褐色土（黄褐色地山 50％程度含む）

0 10cm

（S＝1：3）

0 2m

（S＝1：50）

２

掘立２（第15図）

　調査区北東部に位置する。建物は北東−南西方向を向き、規模は桁行1間、梁行1間、床面積5.06㎡

である。柱間寸法は桁行2.50・2.58m、梁行約2mを測る。柱穴の規模は長径27～44cmの円形を呈し、

深さ3～13cmを測る。埋土は灰褐色土で、柱痕部は褐灰色土を呈する。断面状況から、北部から南東

部にかけて強く後世の削平を受けている。遺物はP4より弥生土器胴部小片が出土している。遺物は

小片のため実測図は掲載していない。

時　期　出土した遺物から弥生時代とするが、それ以上の時期特定は出来ない。

掘立３（第15図）

　調査区中央SB1内に位置する。建物は北西−南東棟で、規模は桁行1間、梁行1間、床面積2.52㎡を測る。

柱間寸法は桁行1.68m、梁行1.5mを測る。検出した柱穴は3基であるが、周辺の遺構の状況とP1の断

面観察より、後世の削平を受け消失したものと考えられる。柱穴の規模は長径22～32cmの円形～楕

円形を呈し、深さはP1が15cm、P2・P3が33～36cmを測る。埋土は黒褐色土で、遺構内から遺物の
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出土はない。SB1内ほぼ中央に位置すること

から、SB1に付属する可能性もある。

時　期　出土する遺物もなく、時期は特定で

きないが、周辺の状況および埋土からここで

は弥生時代とする。

掘立４（第16図、写真図版1・6）

　調査区中央部やや北東に位置し、SK7・12・

16を切る。検出した掘立柱建物の中でも、唯

一ほぼ正方位に配置された建物で、東半は調

査区外に展開する（真北から5°程度東に振れ

る）。建物は東西棟で、規模は桁行3間以上、

梁行2間、床面積（検出面積）28.99㎡以上を

測る。柱間寸法は桁行2.56～2.74m、梁行1.80

～1.85mを測る。柱穴の規模は長径26～84cm

の円形～やや隅丸の方形を呈し、深さ25～

39cmを測る。埋土は褐灰色土で、一部黒褐色

土が混ざる。遺物は弥生時代前期末～中期初

頭の土器片が多く出土するが、P3・4・5から

は須恵器胴部片が出土している。3は甕形土器

口縁部片で、端部に刻目、口縁下に多条沈線。

時　期　明確な時期を比定できる遺物の出土

はなく、ここでは出土遺物と埋土、周辺状況

から古代とする。

掘立５（第17図、写真図版6）

　調査区北部南端に位置し、南半は調査区外に展開する。建物は南北棟で、検出規模は桁行2間以上、

梁行1間、床面積8.82㎡以上である。柱間寸法は桁行2.84m、梁行3.16以上となる。柱穴の規模は長径

50～55cmの楕円形で、深さ19～27cmを測る。埋土は褐灰色土である。遺物はP1より弥生土器胴部片、

P3より4の瓦器埦が出土している。

時　期　出土遺物より12世紀以降とする。

掘立６（第18図、写真図版3・6）

　調査区中央やや南東部、SB3・4内に位置し、SK2を切る。建物は南北棟で、規模は桁行1間、梁行1

間、床面積2.91㎡である。柱間寸法は桁行1.84・1.92m、梁行1.50・1.60mを測る。柱穴の規模は長径22～

27cmの円形～楕円形を呈し、深さ10～27cmを測る。埋土は褐灰色土主体で、一部明黄色土の地山が混

入する。遺物はP1より弥生土器胴部片、P2より5の弥生時代甕形土器口縁部片、および6のサヌカイト製

の石鏃、その他弥生土器胴部片が出土している。位置関係からSB3・4の付属施設ではないと考えられる。

時　期　出土遺物から弥生時代前期末～中期初頭である。
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１　暗褐色土
２　灰褐色土（黄褐色地山ブロック状に 10％程度含む）

第14図　掘立1測量図

0 2m

（S＝1：60）
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１　黒褐色土
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第15図　掘立2・3測量図

第16図　掘立4測量図・出土遺物実測図
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第17図　掘立5測量図・出土遺物実測図
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第19図　掘立7測量図・出土遺物実測図

掘立７（第19図、写真図版2・6）

　調査区北西部に位置し、SK7を切る。建物は北西−南東方向で、規模は桁行1間、梁行1間、床面積

8.66㎡である。柱間寸法は桁行4.08・4.09m、梁行2.10・2.13mを測る。柱穴の規模は長径65～71cmの

ほぼ円形を呈し、深さ16～30cmを測る。埋土は褐灰色土を主体とし、一部黄褐色土の地山がブロッ

ク状に混入する。遺物はP1・2・4から弥生土器の胴部片、底部、口縁部片が出土している。7は甕形

土器、8は壺形土器の底部である。

時　期　出土遺物から弥生時代前期末以降とする。

３）溝（SD）
ＳＤ１（第20図、写真図版3・7）

　調査区中央南西部端に位置し、西−東−南へ折れ曲がるように走る浅い溝である。検出規模は、全長

8.86m、幅0.57～0.80m、深さ2～14cmを測る。断面形態は皿状で、床面は多数の小穴が見られ、窪みが多い。

埋土は褐灰色土の単一層である。断面観察からは、常時流水があった溝とは思われない。小穴の埋土も

同様であるため、同時期もしくは溝に伴う可能性もある。遺物9・10は土師器の坏。11・12は瓦器埦。13

の土師器の甕のほか、弥生土器、須恵器、土師器および古代の縄目平瓦、瓦器の小片が出土している。

時　期　出土遺物から、13世紀以降とする。
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第20図　SD1測量図・出土遺物実測図
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４）土坑（SK）
ＳＫ１（第21図、写真図版3）

　調査区南東部に位置し、遺構南東隅部は調査区外に展開し、SP4・6・8に切られる。平面形態は長

方形で、規模は長軸3.18m、短軸1.84m、深さ16cmを測る。断面形態はゆるやかな逆台形状で、底面

は平坦であるが一部落ち込みが見られる。埋土は褐灰色土で、落ち込み部分は褐色土である。遺物は、

14の弥生土器底部片のほか、弥生土器胴部片多数、須恵器口縁部片1点が出土している。この須恵器

は出土状況から、上層からの流れ込みと思われる。

時　期　出土した遺物から弥生時代とするが、それ以上の時期の特定はできない。

ＳＫ２（第22図、写真図版3・4）

　調査区中央や南東部に位置し、掘立6、SP62に切られる。平面形態は長方形で、規模は長軸2.19m、

短軸1.28m、深さ16cmを測る。断面形態は、逆台形状で、底面は、中央部がやや落ち込んでいる。埋

土は暗褐色土である。15の木葉文が施された弥生時代壺形土器胴部片のほか、弥生時代前期後半～末

の土器小片が出土している。遺物は小片が多く、実測図は15のみとした。

時　期　出土した遺物から、弥生時代前期後半～末とする。

ＳＫ３（第23図）

　調査区中央部に位置する。平面形態は長方形で、規模は長軸1.65m、短軸1.12m、深さ6cmを測る。

断面形態は遺構の削平度合が大きく、残りが悪いが、逆台形状である。底面はほぼ平坦である。埋

土は、灰褐色土の単一層である。遺構の両短辺ほぼ中央には小穴があり、規模は径18～20cm深さは

22cmを測り、埋土は土坑と同じである。小穴の断面は、土坑壁面側が垂直に立ち上がる。この小穴

をともなう土坑は、来住周辺では時折見かける土坑で、両端の小穴は土坑にともなう屋根の柱の跡の

可能性が指摘されている。図示できる遺物の出土はなく、弥生土器胴部片が出土している。

時　期　出土した遺物、土坑と小穴の構成、周辺の遺構状況から、弥生時代前期末～中期初頭とする。

ＳＫ４（第24図）

　調査区中央に位置し、SK5、SP164に切られる。平面形態はやや不定形な方形である。規模は、長

軸2.15m、短軸1.01m、深さ17cmを測る。断面形態は逆台形状で、底面には小穴が数基と、浅い落ち

込みが見られる。埋土は灰褐色土の単一層である。遺物は、胴部に木葉文が施される弥生土器の16や

列点文の上下2段の多条の沈線が施される弥生時代甕形土器片や、胴部小片が出土している。

時　期　出土した遺物から、弥生時代前期末～中期初頭とする。

ＳＫ５（第25図）

　調査区中央に位置し、SK4を切り、SK3に切られる。規模は、長軸1.30m、短軸0.95m、深さ16cmを測る。

平面形態は、やや不定形な円形で、断面形態は、ほぼ船底形で、底面は平坦ではなく凹凸が多い。遺

物は、図示できるものはないが、弥生時代の断面三角形の貼付け口縁部に刻目が巡る甕形土器口縁部

小片や、胴部小片が出土している。

時　期　出土した遺物から、弥生時代前期末～中期初頭とする。
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第21図　SK1測量図・出土遺物実測図
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ＳＫ６（第25図）

　調査区中央やや北西に位置し、SP203～

205・207・211・212に切られる。平面形態

はやや不定形な長方形で、規模は、長軸

1.94m、短軸0.74m、深さ7cmを測る。断面

形態は逆台形状で、底面は窪みが多くみら

れる。埋土は褐灰色土の単一層である。遺

物の出土はない。

時　期　遺物の出土もなく不明。

ＳＫ７（第26図）

　調査区北西部に位置し、掘立4・7に切ら

れる。平面形態は方形で、規模は、1.46×

1.22m、深さ23cmを測る。断面形態は逆台

形状で、底面はほぼ平坦である。埋土は、

暗褐色土で一部褐灰色土が混じる。`また、

遺構内から遺物の出土はなく、小穴を数基

確認したが、断面状況から土坑にはともな

わない。

時　期　掘立7との切り合い関係から、弥

生時代前期末以前とする。

ＳＫ８（第27図、写真図版2・4・6）

　調査区北西部SK7に隣接し、SK18を切

る。平面形態は長方形で、規模は、長軸

1.68m、短軸1.10m、深さ28cmを測る。断

面形態は逆台形状で、底面はほぼ平坦であ

る。埋土は上層より灰褐色土、黒褐色土の

2層で、上層の灰褐色土中には、明黄褐色土、

灰白色土、明黄褐色土が小ブロック状に混

入する。遺物は弥生土器胴部片が多数出土

している。17は甕形土器で口縁端部および

頸部下には段を有し、段部には縦方向の刻

目が巡る。18は荒割段階の方形石庖丁未製

品である。短辺中央は穿ち途中で、隅角部

が欠損している。

時　期　出土した遺物から弥生時代前半と

する。
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第25図　SK5・6測量図
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ＳＫ９（第28図、写真図版4・6）

　調査区北西部に位置する。平面形態は長方形で、規模は、長軸1.45m、短軸0.95m、深さ19cmを測る。

断面形態は逆台形状で底面は浅い窪みが見られる。埋土は上層より灰褐色土、褐灰色土の2層で、遺構

の小穴は埋土が同じことから、付属する可能性が高い。遺物19・20は底面回転糸切り痕を残す土師皿

が出土。そのほか図示していないが、瓦器碗口縁部片、須恵器胴部片、弥生土器胴部片が出土している。

時　期　出土遺物から中世とする。

ＳＫ10（第29図）

調査区北西部に位置し、西半は調査区外に展開する。平面形態は方形と思われる。検出規模は、南

北1.43m、東西0.46m、深さ25cmを測る。断面形態は逆台形状で、底面はゆるい窪みが見られる。埋

土は上層より灰褐色土、褐色土の2層である。遺物の出土はない。

時　期　時期を特定できる遺物の出土はなく、不明。

ＳＫ11（第29図）

　調査区中央やや北西部に位置し、掘立7と空間的に重複し、SP349に切られる。平面形態はやや角

ばった径1.10m～1.10mの円形で、断面形態は皿状、底面は平坦である。埋土は、灰褐色土である。

遺物は弥生土器胴部片が出土している。

時　期　明確に時期を特定できる遺物の出土はないが、出土遺物の状況から、弥生時代前期末～中期

初頭とする。

第27図　SK8測量図・出土遺物実測図
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第28図　SK9測量図・出土遺物実測図
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ＳＫ12（第30図、写真図版2）

　調査区中央北部に位置し、掘立4に切られる。平面形態

は隅丸の方形で、東西1.04m、南北1.08m、深さ15cmを測る。

断面形態は逆台形状で、底面は平坦である。埋土は、上層

より褐灰色土、暗褐色土であるが、上層の褐灰色土は後世

の混入土と考える。検出時は、掘立4の掘方とも考えたが、

他の柱穴の埋土が主に褐灰色土で一部暗褐色土が混じる程

度であったため、単独の土坑とした。遺物は21のサヌカイ

ト製の剝片のほか、弥生土器胴部小片が出土している。

時　期　出土遺物から、弥生時代としか言えない。

ＳＫ13（第31図、写真図版6）

　調査区北西部に位置し、SP181に切られ、掘立4に空間

的に重複する。平面形態は不定形で、断面形態は袋状であ

る。検出規模は、長軸1.72m、短軸0.49m、深さ48cmを測る。

埋土は、上層より褐灰色土、暗褐色土である。遺物は、22

の頸部に多条沈線、口縁端部に刻目後沈線を巡らす弥生土

器のほか、23の緑色片岩製石庖丁刃部片が出土している。 

時　期　出土遺物から、弥生時代前期末～中期初頭とする。

ＳＫ14（第32図）

　調査区中央やや北部に位置し、掘立4と空間的に重複する。平面形態は、角がゆるい方形で、規模

は、長軸1.04m、短軸0.82m、深さ5～15cmを測る。断面形態は皿状で、床面は一部深くなり、段状を

呈する。埋土は、暗褐色土の単一層である。遺物は図示できるものはなく、弥生時代前期の甕胴部小

片が出土している。

時　期　出土遺物から、弥生時代前期とする。

ＳＫ15（第33図、写真図版7）

　調査区中央北端に位置し、SP16を切り、SP136に切られ、掘立4に空間的に重複する。東半は調査

区外に展開する。平面形態は楕円形で、検出規模は推定、長軸1.15m、短軸0.96m、深さ18cmを測る。

断面形態は逆台形状である。床面はほぼ平坦で、埋土は暗褐色土の単一層である。遺物は、縄目文様

の平瓦24・25の2点が出土している。

時　期　出土遺物から古代とする。

ＳＫ16（第34図、写真図版6）

　調査区中央北部に位置し、掘立4、SK15、SP137～141・406に切られ、SX1を切る。平面形態は楕

円形で、推定規模は、長軸2.19m、短軸1.17m、深さ25cmを測る。断面形態は他遺構に切られ不明瞭

であるが、逆台形状と思われる。床面はやや東部から西部に緩く傾斜する。埋土は、暗褐色土である。

第30図　SK12測量図・出土遺物実測図
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（S＝1：3）
21



遺構と遺物

33

ＳＫ17（第35図）

　調査区中央南東に位置し、SP99に切られる。平

面形態は不整形で、検出規模は、長軸1.04m、短軸

0.86m、深さ8cmを測る。断面形態は逆台形状で、

床面は一部窪みや小穴が見られるが、それ以外は平

坦である。埋土は褐灰色土で窪み部分は暗褐色土で

ある。遺物の出土はない。　

時　期　出土遺物もなく、不明である。

ＳＫ18（第35図）

　調査区北西部SK7に隣接し、SK8、SP328に切られ、

全容は不明である。平面形態は残存する形状から方

形と考えられ、検出規模は、長軸1.13m、短軸0.65m、深さ23cmを測る。埋土は、明黄褐色土で一部

褐灰色土が見られる。遺物の出土はない。

時　期　遺物の出土はないが、SK8との切り合い関係から、SK8（弥生時代前半）よりも先行する時期とする。

遺物26は、弥生土器の甕の口縁部で、端部は半円形で幅広の刻みが施され、胴部に多条沈線の下部に

刺突文をセットとして描かれる。その他弥生土器胴部小片が出土している。

時　期　出土遺物から、弥生時代前期末～中期初頭とする。

第31図　SK13測量図・出土遺物実測図
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第 32図　SK14 測量図
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第34図　SK16測量図・出土遺物実測図

６）柱穴（SP）
ＳＰ67（第38図）

　調査区南東部SK17南に位置する。平面形態はやや角ばった円形で、掘り方は2段掘が見られる。埋

土は黄褐色土で、柱痕部は褐灰色土である。遺物29・30は、土師器の皿または埦の底部、31は土師器

小片、32は13世紀前半の瓦器小皿である。

時　期　出土遺物から13世紀前半とする。

ＳＰ75（第39図）

　調査区中央南部に位置する小穴である。平面形態は円形で、深さ9～11cmを測る。断面形態は逆台

形状で、底面は東部がやや深いがほぼ平坦。埋土は褐灰色土である。遺物は、33の土師器の坏が出土

している。底部は回転糸切り痕が残る。

時　期　出土遺物から14 世紀代とする。
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第35図　SK17・18測量図
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ＳＰ164（第39図）

　調査区中央に位置し、SK4を切る。平面形態は楕円形で、規模は、径62～88cm、深さ9cmを測る。

断面形態は逆台形状で、底面は平坦である。埋土は黒褐色土で、赤褐色の粘土小ブロックが混入す

る。遺物は、34の土師器坏口縁部片が出土している。

時　期　出土遺物から古代とする。

ＳＰ228・229（第40図、写真図版7）

　調査区中央に位置するSP228・229は、SP229の大半をSP228が切る。SP228は平面形態が円形で、

断面形態は筒状である。埋土は暗褐色土である。遺物は、埋土中より、35の黒曜石の剝片が出土して

いる。長さ3.65cm、幅0.3cm、重さ2.31gを計る。

時　期　時代を特定できる遺物もなく不明。

第36図　SX1測量図・出土遺物実測図
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第37図　SX2測量図

H=37.20m

H
=
37.20m

SP44

S

11 2

1
1

2

1
2

未掘

未掘

１　褐灰色土
２　明黄褐色土 0 1m

（S＝1：40）

１　褐灰色土 （黄褐色地山ブロック状に少し含む）



遺構と遺物

37

30

31

32

29

第38図　SP67測量図・出土遺物実測図
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第39図　SP75	・	164測量図・出土遺物実測図
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ＳＰ310（第41図）

　調査区北西部、掘立5と掘立2の間に位置する。平面形態は円形で、規模は、径25～29cmを測る。

埋土は暗褐色土で、一部褐灰色土、赤褐色土が入る。遺物は、36の口縁部に刻目、頸部下から胴部に

かけて多条の沈線に刺突文が施される、弥生時代前期末～中期初頭の土器片が出土している。

時　期　出土遺物から、弥生時代前期末～中期初頭とする。
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第40図　SP228・229測量図・出土遺物実測図
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SP228 出土

ＳＰ334（第42図）

　調査区北西部端に位置し、掘立1に空間的に重複する。平面形態は不整形で、規模は、長軸45cm、

短軸26cmを測る。断面形態は段落ちが見られる逆台形状で、上底が9cm、下底が28cmを測る。埋土

は褐灰色土の単一層である。遺物は、37の土師器皿が出土している。底部に回転糸切り痕が残る。　

時　期　出土遺物から、14世紀代とする。

ＳＰ350（第42図）

　調査区北西部に位置し、掘立7と空間的に重複する。平面形態はやや不整形な円形である。埋土は

暗褐色土に赤褐色土（ブロック状）混じりで、柱痕部は暗褐色土である。遺物は埋土から、38の弥生

時代前期末～中期初頭の甕形土器口縁部片が出土している。口縁部は水平に伸び、端部は刻目を施す。

頸部下には刻目を施す突帯が巡る。そのほか、39の石器剝片が出土している。

時　期　出土遺物から、弥生時代前期末～中期初頭とする。

ＳＰ379（第43図）

　調査区北西部に位置する。平面形態は円形で、規模は、径68～73cm、深さ21cmを測る。断面形態

は逆台形状で、底面は平坦である。埋土は褐灰色土で一部焼土塊が混入する。遺物は、40の土師器坏

が出土している。

時　期　出土遺物から、13世紀代とする。

その他の遺物（第44・45図、写真図版7）

　そのほか、包含層など位置不明のものとして、41～48の遺物が出土している。また、柱穴9基（SP19・

59・68・77・92・107・116・123・404）からは49～60の弥生時代の壺・甕の口縁部片のほか坏、高坏、

土師皿片や古代平瓦片が出土している。
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第 41図　SP310 測量図・出土遺物実測図

0 50cm

（S＝1：20）

１　暗褐色土
２　褐灰色土
　　（黄褐色地山ブロック状に20％程度混入）
３　赤褐色土

0 10cm

（S＝1：4）

H=37.20m

１ ２

３

37 38

39
0 10cm

（S＝1：4）

H=37.20m

１

土師皿

瓦

瓦

0 50cm

（S＝1：20）

0 10cm

（S＝1：3）

0 10cm

（S＝1：3）

第42図　SP334	・	350測量図・出土遺物実測図
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第43図　SP379測量図・出土遺物実測図
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第44図　包含層・その他出土遺物実測図
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第６節　小　結

　今回の調査は、久米官衙遺跡群の中でも主要な遺構である回廊状遺構西方において、官衙関連施設

が存在していたかどうかを確認することを主目的に行った。見つかった遺構は、弥生時代、古代、中

世と幅広く、掘立柱建物7棟、竪穴住居4棟、土坑18基、溝1条、その他建物を構成できなかった柱穴

400基以上、性格不明遺構2基が検出された。以下、主な遺構ごとにまとめを行う。

掘立柱建物：掘立柱建物は7棟検出された。掘立1・2・3および掘立6・7は出土遺物から弥生時代と考

えられ、弥生時代前期には来住台地上で本調査地も含め集落が展開していたことが分かる。

　また、古代の建物として東西に長い掘立柱建物の掘立4がある。建物規模や柱穴について検討を加

えたが、位置関係や柱穴の形状から、掘立4は東西棟で調査区外東に展開すると考えられ、おそらく

は桁行3間または4間程度ではないかと推定される。以下、掘立4の特徴をまとめる。

　1．建物は南北2間、東西3間以上の東西棟である。ただし、規模は主要官衙施設の政庁や正倉院関連

の建物と比較しても小ぶりの側柱建物である。

　2．柱掘方の平面形状はほぼ方形で、しっかりとした掘方をもつ。

　3．埋土は褐色土から黒褐色土である。

　4．建物の方位がほぼ真北（正方位）である。正確には5度程度東に振る。

　これら建物の特徴は、従来より考えられてきた官衙関連施設の条件にほぼ合致するものであるが、

調査でこの外に官衙関連施設の可能性がある建物が見られないことや官衙関連の特徴的な遺物の出土

もなく、主要官衙施設としては積極的に評価はできない。おそらくは掘立4は雑舎的な建物で、役所

の実務的な部署を担っていたのではないかと考えられる。その他、中世では掘立5がある。

土坑（SK）：土坑は18基見つかっている。土坑の時期は大半が弥生時代前期末から中期初頭である。

ただし、SK8については弥生時代前期でもやや古手の土器が出土している。SK3では土坑の長軸方向

に小穴が二つ伴って検出した。これは以前よりこの来住台地上で弥生時代前期末～中期初頭の土坑に

よく見られるもので、土坑の上に屋根を伴う貯蔵施設ではないかと考えられている。

柱穴（SP）：SP116からは、13世紀代の土師皿が柱穴内で垂直に立てられた状態で見つかっている。

おそらく地鎮など柱穴内祭祀を行ったものと考えられる。こういった事例は県内でも200例を超える

報告があり、中予地域でも120件ほどの報告がある。また、このような柱穴内祭祀を行う付近では中

核的な中世集落が見つかる例があり、当地でも中世有力者の大型建物や中心的な集落が存在する可能

性も考えられる。　

　最後に今回の大きな調査目的である、回廊状遺構の西方での有力な官衙関連施設の有無については、

結果的には有力官衙施設に匹敵する遺構は確認できず、現時点では本調査地を含め台地の南西域にお

いて有力な官衙施設を確認するには至らなかった。ただし、官衙関連施設としては雑舎的な建物とす

る掘立4の確認によって、本調査地まで官衙関連の施設が展開する可能性を示す資料が得られた。こ

のことは周辺調査地と本調査地を総合的に検討すれば、当地周辺は官衙関連施設が展開する南西端部

に当たると言える。
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表２　　竪穴住居一覧

竪穴
（SB） 時　期 平面形 規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径） 埋　土 床面積
（㎡）

主柱穴
（本）

内部施設
備　考

高床 土坑 炉 カマド

1 弥生 円形 4.95 × 3.98 以上 暗褐色土 15.37 以上 推定８本 – – – –

2 弥生 円形 6.80 × 3.11 以上 暗褐色土 15.66 以上 推定 12 本 – – – –

3 弥生 円形 5.05 × 4.80 暗褐色土
赤褐色土 17.6 ８本 – – – –

4 弥生 円形 5.14 以上× 4.83 暗褐色土 18.61 以上 推定８本 – – – –

表３　　掘立柱建物一覧

掘立 規模（間） 方向
桁　行 梁　行 床面積

（㎡） 時　期 備　考
実長（ｍ） 柱間寸法（ｍ） 実長（ｍ） 柱間寸法（ｍ）

1 4 ×（2） 南北 4.52 0.82 ～ 1.40 2.60以上 1.60・1.70 11.85以上 弥生時代

2 1 × 1 北東－南西 2.58 2.50・2.58 2 1.96・2.00 5.06 弥生時代

3 1 × 1 北西－南東 1.68 1.68 1.5 1.5 2.52 弥生時代

4 （3）× 2 東西 8.16 以上 2.56 ～ 2.74 3.65 1.80 ～ 1.85 28.99以上 古代 正方位を向く
SK7・12・16を切る

5 （2）× 1 南北 3.5 以上 2.84 3.16 3.16 8.82以上 12世紀以降

6 1 × 1 南北 1.92 1.84・1.92 1.6 1.50・1.60 2.91 弥生前期末～
中期初頭 SK2を切る

7 1 × 1 北西－南東 4.09 4.08・4.09 2.13 2.10・2.13 8.66 弥生前期末
以降 SK7を切る

遺物観察表　　－ 凡例　－

（１）	 以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

（２）	 遺物観察表の各掲載について

	 法量欄	 （　）：推定復元値

	 調整欄	 土製品の各部名称を略記した。

	 例）口→口縁部、底→底部。

	 胎土欄	 胎土欄では混和剤を略記した。

	 	例）石→石英、長→長石、砂→砂粒、金→金ウンモ、密→精製土。

	 （　）の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

	 例）石・長（1～ 4）→「1～ 4mm大の石英・長石を含む」である。

	 焼成欄	 焼成欄の略記について。◎→良好、○→良。

表４　　溝一覧

溝 
（SD）

地　区 断面形
規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
方　向 埋　土 出土遺物 時　期 備　考

1 B ～ D・5～ 7 皿状 8.86× 0.57～ 0.80× 0.02～ 0.14 西－東－南 褐灰色土 弥生・須恵
土師・瓦器 13世紀以降
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表６　　性格不明遺構一覧
性格不明

遺構
（SX）

地　区 平面形 断面形
規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
床面積
（㎡）

埋　土 出土遺物 時　期 備　考

1 E・5 ～ 6 不整形 皿状 2.03 × 1.89 × 0.04 2.65 褐灰色土 弥生 弥生前期
後半以降

SK16、SP406・142
～ 145に切られる

2 G～ H	
9 ～ 10 不整形 逆台形 2.60 × 0.27 × 0.18 1.51 褐灰色土

明黄褐色土 弥生 弥生時代

表５　　土坑一覧

土坑
（SK）

地　区 平面形 断面形
規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
床面積
（㎡）

埋　土 出土遺物 時　期 備　考

1 I ～ J・	
10 ～ 11 長方形 逆台形 3.18 × 1.84 × 0.16 5.44 褐灰色土

褐色土
弥生	
須恵 弥生時代 SP4・6・8に切ら

れる

2 G～ H・	
8 ～ 9 長方形 逆台形 2.19 × 1.28 × 0.16 2.62 暗褐色土 弥生 弥生前期

後半～末
掘立6、SP62に切
られる

3 E・6～ 7 長方形 逆台形 1.65 × 1.12 × 0.06 1.89 灰褐色土 弥生 弥生前期末
～中期初頭 SK5を切る

4 D～ E・	
5 ～ 6 不定方形 逆台形 2.15 × 1.01 × 0.17 2.04 灰褐色土 弥生 弥生前期末

～中期初頭
SK5、SP164に切
られる

5 D～ E・6 不定円形 船底形 1.30 × 0.95 × 0.16 1.45 灰褐色土 弥生 弥生前期末
～中期初頭

SK3に切られ、
SK4を切る

6 C～ D・4 不定
長方形 逆台形 1.94 × 0.74 × 0.07 1.51 褐灰色土 不明 SP203～205・207・

211・212に切られる

7 C・3～ 4 方形 逆台形 1.46 × 1.22 × 0.23 1.89 暗褐色土
褐灰色土

弥生前期末
以前

掘立4・7に切ら
れる

8 B～ C・	
3 ～ 4 長方形 逆台形 1.68 × 1.10 × 0.28 1.75 灰褐色土

黒褐色土
弥生	
石器

弥生時代
前半 SK18を切る

9 B・2 長方形 逆台形 1.45 × 0.95 × 0.19 1.34 灰褐色土
褐灰色土

弥生・土師
須恵 中世

10 A・3～ 4 方形 逆台形 1.43 × 0.46 × 0.25 0.64 灰褐色土
褐色土 不明

11 C・3 円形 皿状 1.10 × 1.10 × 0.15 0.89 灰褐色土 弥生 弥生前期末
～中期初頭 SP349に切られる

12 D・3～ 4 隅丸方形 逆台形 1.08 × 1.04 × 0.15 1.06 褐灰色土
暗褐色土

弥生
石器 弥生時代 掘立4に切られる

13 D～ E・	
3 ～ 4 不定形 袋状 1.72 × 0.49 × 0.48 1.08 褐灰色土

暗褐色土
弥生	
石器

弥生前期末
～中期初頭 SP181に切られる

14 D～ E・4 隅丸方形 皿状 1.04 × 0.82 × 0.15 0.79 暗褐色土 弥生 弥生前期

15 E ～ F・5 楕円形 逆台形 （1.15 × 0.96 × 0.18） 0.79 暗褐色土 瓦 古代 SK16を切り、
SP136に切られる

16 E・5 楕円形 逆台形 （2.19 × 1.17 × 0.25） 1.37 暗褐色土 弥生 弥生前期末
～中期初頭

掘立4、SK15に切
られ、SX1を切る

17 F ～ G・	
7 ～ 8 不整形 逆台形 1.04 × 0.86 × 0.08 0.71 褐灰色土

暗褐色土 不明 SP99に切られる

18 B・3 ～ 4 方形 逆台形 1.13 × 0.65 × 0.23 0.37 明黄褐色土
褐灰色土

弥生前期末
～中期初頭

SK8、SP328に切
られる

表７　　柱穴一覧 （１）

柱穴
（SP）

地　区 平面形
規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
埋　土 出土遺物 時　期 備　考

67 F・8 円形 0.58 × 0.39 × 0.26 黄褐色土
褐灰色土 土師 13世紀前半

75 F・8 円形 0.16 × 0.14 × 0.11 褐灰色土 土師 14世紀代

164 D・6 楕円形 0.88 × 0.62 × 0.09 黒褐色土 土師 古代 SK4を切る

228 C ～ D・5 円形 0.78 × 0.68 × 0.36 暗褐色土 石器 不明 SP229を切る
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　　　柱穴一覧 （２）

柱穴
（SP）

地　区 平面形
規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
埋　土 出土遺物 時　期 備　考

310 B・4 円形 0.29 × 0.25 × 0.48 暗褐色土 弥生 弥生前期末
～中期初頭

334 A・3 不整形 0.45 × 0.26 × 0.28 褐灰色土 土師 14世紀代

350 C・3 不整円形 0.46 × 0.38 × 0.34 暗褐色土 弥生
石器

弥生前期末
～中期初頭

379 A・2 円形 0.73 × 0.68 × 0.21 褐灰色土 土師 13世紀代

表10　　掘立4出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

3 甕 残高 2.3 折り曲げによる口縁部。端部に刻目、
頸部下に 2条以上の沈線。 ナデ ナデ

ヨコナデ
乳灰褐色
乳褐色

石 ･長（1～ 3）
◎

P5
黒斑 6

表11　　掘立5出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

4 埦 口径
残高

（14.3）
3.7

瓦質・和泉型。口縁部は内湾して立
ち上がる。

口○ ヨコナデ
ミガキ ･ナデ

口○ ヨコナデ
ミガキ

灰色・黒灰色
白灰色･黒灰色

石 ･長（1～ 2）
◎ P3 6

表12　　掘立6出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

5 甕 残高 6.4 緩やかに折れ曲がる口縁部。端部は平
坦に仕上げ、頸部に布目押圧突帯。 ナデ ヨコナデ

ハケ→ナデ
橙褐色
乳褐色

石 ･長（1～ 4）
◎ P2 6

表13　　掘立6出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

6 石鏃 ほぼ完形 サヌカイト 2.3 1.9 0.4 1.4 P2 6

表８　　SB3出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

1 甕 底径
残高

（6.8）
7.9 平底の底部。 ナデ→ミガキ

○底 ナデ ナデ 黒色
灰色 ･褐灰色

石 ･長（1～ 3）
◎

P5
黒斑

表９　　SB4出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

2 埦 底径
残高

（9.3）
1.5 底部。

ナデ？
○底 回転糸切り

マメツ
一部ヨコナデ

淡灰白色
黒褐色

密
◎ P6

表14　　掘立7出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

7 甕 口径
残高

（20.9）
9.0

折り曲げによる口縁部。端部は丸く
仕上げる。

口○ ヨコナデ
マメツ

口○ ヨコナデ
ナデ ･ミガキ

乳灰褐色・黒褐色
茶褐色

石 ･長（1～ 4）
○

P1
黒斑 6

8 壺 底径
残高

（6.4）
2.8 平底。 マメツ マメツ

（木口痕）
にぶい黄橙色
灰黄色

石 ･長（1～ 4）
◎ P1
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表17　　SK2出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

15 壺 残高 5.5 無軸多条の木葉文を施す。 ミガキ ナデ にぶい黄橙色
黄橙色

石 ･長（1～ 2）
金
○

黒斑

表21　　SK9出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

19 皿 口径
器高

8.6
1.7

土師質。やや丸みを帯びた底部。口縁
部は内湾気味に立ち上がり、端部は丸
く仕上げる。

ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ナデ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石 ･長（1）
○ 6

20 皿
口径
器高
底径

8.0
1.2
5.8

土師質。平坦な底部。口縁部はやや
内湾気味に立ち上がり、端部は丸く
仕上げる。

マメツ
（一部ヨコナデ）
○底 回転糸切り

ナデ
マメツ

浅橙色
浅橙色

石 ･長（1）
○

表18　　SK4出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

16 壺 残高 4.6 有軸多条の木葉文を施す。 マメツ ナデ にぶい橙色
橙色

石 ･長（1～ 3）
金
○

表19　　SK8出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

17 甕 口径
残高

（21.5）
7.1

緩やかに折れ曲がる口縁部。端部お
よび頸部下に段を有し、段部に刻目。

ヨコナデ
ミガキ→ナデ

ヨコナデ
ナデ

にぶい黄橙色
灰黄褐色

石 ･長（1～ 3）
砂
○

6

表15　　SD1出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

9 坏 底径
残高

（9.8）
1.0 土師質。底部。

マメツ
○底 板状痕 ヨコナデ 乳橙褐色・淡灰色

乳橙褐色
長（1）
◎

10 坏 底径
残高

（11.0）
1.1 土師質。底部。

マメツ
○底 回転糸切り ミガキ？ 褐灰色・淡灰色

淡黄橙色
石（1～ 2）
◎ 黒斑

11 埦 口径
残高

（15.1）
3.5

瓦質・和泉型。口縁部は内湾して立
ち上がる。

ヨコナデ
ナデ

ミガキ
マメツ

黒灰色･灰白色
灰色 ･灰黒色

密
◎ 7

12 埦 口径
残高

（13.7）
2.7

瓦質・和泉型。口縁部は内湾して立
ち上がる。

ヨコナデ
ナデ ミガキ 黒灰色･白灰色

灰黒色
石（1～ 3）
◎ 7

13 甕 口径
残高

（27.3）
2.7 土師器の口縁部。

ナデ
ヨコナデ ヨコナデ 暗褐色

茶褐色
石 ･長（1～ 4）
金
◎

7

表20　　SK8出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

18 石庖丁 未製品
隅角部一部欠損 緑色片岩 14.2 5.3 0.7 115.2 6

表22　　SK12出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

21 剝片 サヌカイト 3.3 2.4 0.6 3.29	

表16　　SK1出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

14 壺 底径
残高

6.8
5.3 平底。

ハケ（	8～9本/㎝）
ヨコナデ
○底 ナデ

ナデ にぶい黄橙色
褐灰色

石 ･長（1～ 5）
金
○
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表25　　SK15出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

24 瓦
残長
幅
厚さ

15.7
7.1
2.2

凸面細縄目、凹面布目。 細縄叩き 布目痕 灰色
灰色

密
◎ 7

25 瓦
残長
幅
厚さ

12.6
7.9
1.9

凸面細縄目、凹面布目。 細縄叩き 布目痕 灰色
灰色

密
◎ 7

表27　　SX1出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

27 甕 底径
残高

（6.6）
5.0 平底。 ハケ（6本 /㎝）

○底 ナデ ナデ 褐灰色
にぶい褐色

石 ･長（1～ 3）
◎

28 甕 底径
残高

（7.3）
5.5 平底。 マメツ ナデ 茶褐色

淡茶色･暗茶色
石 ･長（1～ 5）
○

表23　　SK13出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

22 壺 残高 7.3
緩く外反する口縁部。端部は平坦に
仕上げ、刻目の後、沈線を施す。頸
部には沈線 2条以上。

ミガキ→ナデ
ヨコナデ（指頭痕）

ミガキ→ヨコナデ
ナデ

にぶい黄橙色
灰黄褐色

石 ･長（1～ 3）
◎ 6

表26　　SK16出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

26 甕 残高 4.7
直立する口縁部の端部は、半円形の
刻みを施す。断面三角形の貼り付け
突帯直下に多条沈線＋刺突文。

ミガキ ミガキ（マメツ）にぶい黄褐色黒灰色
石 ･長（1～ 4）
砂
○

6

表24　　SK13出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

23 石庖丁 刃部片 緑色片岩 2.5 2.0 0.4 3.93

表28　　SP出土遺物観察表　土製品 （１）

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

29 皿 底径
残高

（7.8）
0.8 土師質。小皿底部。

ナデ
○底 回転糸切り ナデ 褐灰色 ･橙色

黄灰色
石 ･長（1）
◎ SP67

30 皿 or
埦

底径
残高

（8.2）
1.5 土師質。底部。

マメツ
○底 回転糸切り マメツ 淡黄色

淡黄色
石 ･長（1）
◎ SP67

31 皿
口径
器高
底径

（8.6）
1.3

（6.4）
土師質。小皿底部。 ○口 ヨコナデ

○底 ナデ
○口 ヨコナデ
○底 ナデ

灰黄褐色
黄灰色

石 ･長（1）
◎ SP67

32 皿
口径
器高
底径

（8.9）
1.8

（6.5）
瓦質の手捏ね小皿。内外黒色。

○口 ヨコナデ
○底 マメツ
　（回転糸切り？）

ナデ→ミガキ 黒色
黒色

密
○ SP67

33 坏
口径
器高
底径

8.0
1.8
5.7

土師質。口縁部は内湾気味に立ち上
がり、底部は平坦。

○口 ヨコナデ
○底 回転糸切り
　	板状痕	

○口 ヨコナデ
ナデ	

黄灰色
黄灰色

石 ･長（1）
◎ SP75

34 坏 口径
残高

（14.0）
2.6 土師質。内湾する口縁部。 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色

灰白色
密
◎ SP164

36 甕 残高 5.3
口縁部は直立し、端部は強く外反す
る。端面に刻目、頸部下に多条沈線
3段を施す。

○口 ヨコナデ
ハケ（7本/㎝）
→ヨコナデ

○口 ヨコナデ
マメツ

灰褐色
にぶい褐色

石 ･長（1～ 3）
◎ SP310

37 皿
口径
器高
底径

（8.4）
1.6

（5.6）

土師質。口縁部は外方に開き、端部
は丸くおさめる。

ヨコナデ
○底 回転糸切り ナデ 淡黄橙色

淡黄橙色
石 ･長（1）
◎ SP334

38 甕 残高 2.7 水平に伸びる口縁部。端部と頸部下の突帯に刻目。 ヨコナデ マメツ 褐灰色
黒褐色

石 ･長（1～ 3）
◎ SP350

40 坏
口径
器高
底径

（14.2）
3.7

（7.6）

土師質。口縁部は緩やかに立ち上が
り、端部は丸くおさめる。

マメツ
ハケ（9本 /㎝）
○底 板状痕

ヨコナデ
○底 ナデ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石 ･長（1）
◎ SP379

49 壺 残高 2.3 口縁端部は下垂し、端面にヘラ描き山形文を施す。
ヨコナデ
ハケ（5本 /㎝）
→ナデ

ヨコナデ
ナデ

橙色
橙色

石 ･長（1～ 2）
◎ SP77
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表31　　表採出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

46 坏
口径
器高
底径

（11.8）
3.7
（6.7）

土師質。口縁部は内湾気味に立ち上
がり、端部はやや外反する。

○口 ヨコナデ
○底 回転糸切り

マメツ
ヨコナデ

乳白色
乳白色

石（1～ 2）
◎ 7

47 甕 口径
残高

（18.9）
2.3

須恵器。口縁部は強く外反し、端部
は面をなす。端部上面に 1条の沈線
が巡る。

○口 回転ナデ
ナデ 回転ナデ 灰色

黒灰色
密
◎ 7

表30　　遺構検出面出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

41 甕 口径
残高

（22.4）
3.3

断面三角形の貼付突帯。口縁部下に
沈線 5条以上。 ヨコナデ ヨコナデ

ナデ
暗灰茶色･乳茶色
暗茶色

石 ･長（1～ 5）
○ 7

42 壺 底径
残高

（6.0）
2.8 平底。 ミガキ？ ミガキ？ 橙褐色

橙褐色
石 ･長（1～ 2）
◎

43 甕 底径
残高

（7.6）
6.7 平底。

ナデ ･ハケ？
○底 ナデ ナデ 茶褐色

暗灰色
石 ･長（1～ 4）
金
◎

44 甕 口径
残高

（26.3）
4.2

土師器。緩く内湾気味に立ち上がる
口縁部。

ナデ
マメツ

ヨコナデ
マメツ

橙褐色
褐色

石 ･長（1～ 5）
金
◎

45 埦 底径
残高

（5.5）
1.1 土師質。貼付高台の底部。 ヨコナデ ミガキ？ 乳褐色

乳灰色
石（1～ 2）
◎

表29　　SP出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

35 剝片 — 黒耀石 3.65 1.7 0.35 2.31 SP228 7

39 剝片 — 不明 7.0	 4.0	 1.3 32.7 SP350

表32　　グリッド出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

48 敲石 砂岩 9.9 7.9 5.1 565.24 7

　　　SP出土遺物観察表　土製品 （2）

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

50 甕 残高 3.8 口縁部は直立して立ち上がり、端部は強く屈曲する。
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
ナデ

灰褐色
にぶい黄橙色

石・長（1～4）
◎ SP92

51 甕 残高 3.6 緩やかに外反する口縁部。端部は面をなし、端面には浅い沈線が巡る。
ヨコナデ
ハケ（5本/㎝） ハケ（5本/㎝） 灰褐色

灰黄褐色
石・長（1～3）
◎ SP123

52 甕 口径
残高

26.6
14.5

緩やかに外反して立ち上がる口縁部に端
部は面をなし、刻目の後、沈線が巡る。
頸部に 2条の沈線。

○口 ヨコナデ
ナデ

○口 ヨコナデ
ナデ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石・長（1～3）
黒色粒多
◎

SP404
黒斑

53 甕 口径
残高

（20.0）
3.7

口縁部は強く折り曲げられ、水平を
なす。 マメツ ヨコナデ

ナデ
にぶい橙色
にぶい橙色

石・長（1～3）
◎ SP68

54 皿
口径
器高
底径

7.8
1.3
4.8
土師質。底部はやや丸みを帯び、口
縁端部は丸くおさめる。

○口 ヨコナデ
マメツ

○口 ヨコナデ
ナデ

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石・長（1）
◎ SP107

55 皿
口径
器高
底径

（10.0）
1.4
（7.6）

土師質。緩やかに立ち上がる口縁部
に端部は丸くおさめる。

○口 ヨコナデ
○底 マメツ マメツ にぶい橙色

にぶい橙色
石・長（1～2）
◎ SP107

56 坏 底径
残高

8.5
1.0 土師質。坏底部。 マメツ ヨコナデ

ナデ
暗灰黄色
灰黄褐色

石・長（1）
◎ SP116

57 埦 口径
残高

（12.2）
2.5 瓦質。和泉型。

○口 ヨコナデ
ナデ ナデ にぶい黄橙色

灰色
密
◎ SP116 7

58 埦 口径
残高

（15.4）
2.9 土師質。坏口縁部。 ヨコナデ ナデ 灰白色

灰白色
石・長（1）
◎ SP116 7

59 高坏 残高 2.4 坏底部。 マメツ（ナデ） マメツ（ミガキ）
絞り痕	

黄橙色
にぶい橙色

石・長（細粒）
○ SP19

60 瓦
残長
幅
厚さ

9.2
7.4
3.2
平瓦。 縄文叩き 布目痕 灰黄色

にぶい黄橙色
密
○ SP59



第Ⅲ章　久米高畑遺跡71次調査

第１節　調査の経過

（１）調査に至る経緯
　本調査は、『史跡久米官衙遺跡群　久米官衙遺跡　来住廃寺跡』の性格解明を目的に実施した。松

山市の指定する埋蔵文化財包蔵地「№127 来住廃寺跡」内における重要遺跡確認調査（国庫補助事

業）である。調査は特に、「回廊状遺構」の西方に古代の官衙関連施設が存在していたか否かを確認

することを主目的とし、松山市教育委員会より業務を委託された財団法人松山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センターが実施した。

　今回の調査は国庫補助事業として、調査対象地の東半部を久米高畑遺跡71次調査、西半部を翌年度

調査予定の同73次調査として平成20年11月より調査を行った。

久米高畑遺跡
　　58次調査

久米高畑遺跡
　　63次調査

久米高畑遺跡73次調査

久米高畑遺跡71次調査

久米高畑遺跡69次調査

第46図　調査地位置図
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久米高畑遺跡 71 次調査

（２）調査の経緯

　今回の調査対象地は、松山市来住町910番の一部で現況は田圃である。本調査は、この対象地東半部、

約270㎡を発掘範囲として調査を行った。

　平成20年11月17日、発掘調査機材や資材を搬入する。11月18日～19日、調査地の草刈りを行う。11月

20日～27日、重機（バックホー、不整地走行車）により表土層である耕作土や床土を層毎に掘削し、27

日に掘削を終了する。同日、現場保全の杭打ちロープ張りを行う。11月29日～12月1日、調査区壁面に

排水トレンチを設ける。12月2日～3日、遺構検出作業を行う。12月3日、業者により基準点を打設する。

12月4日、遺構検出写真撮影を行う。12月10日～16日、詳細な遺構検出作業を行う。12月17日、遺構図

測量を開始する。12月18日から遺構の掘り下げを開始する。12月25日、SK4からガラス小玉が出土した

為、土壌のふるいを行う。平成21年1月8日、各遺構の半裁作業を開始する。1月16日、6ｍ四方のグリッ

ドを設定し、測量用杭を打設する。2月6日、本調査において遺跡の検討会を行い、埋蔵文化財センター

調査員から調査指導を受ける。2月10日、調査区外の北側と東側に地山面確認のサブトレンチを設ける。

2月17日、全体清掃を行う。2月18日、遺構掘り下げ後の全体写真撮影を行う。2月21日、市民対象の現

地説明会を開催し、市民約45名の参加をみた。2月23日～28日、重機（バックホー、不整地走行車）に

より埋め戻し作業を行い、埋め戻し作業終了後、田圃の復旧作業を行い、2月28日、発掘調査を終了する。

第47図　区割図
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調査の経過
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73 次調査

（３）調査組織

所　在　地：松山市来住町910番の一部

調 査 期 間：平成20年（2008）11月17日～平成21年（2009）2月28日

調 査 面 積：約270㎡

土地所有者 ：三好鐵己

調 査 目 的：重要遺跡確認調査

調 査 主 体：松山市教育委員会、［委託］財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

調 査 担 当：文化財課　楠　寛輝、埋蔵文化財センター　吉岡和哉

第48図　遺構配置図

0 ５m

(S=1:150)

51



久米高畑遺跡 71 次調査

第２節　層　位
（１）基本層位
調査地は、「回廊状遺構」西方、標高36.9ｍに位置し、調査以前は田圃であった。

調査地の基本層位は、以下のとおりである。

Ⅰ　耕作土　　 灰色（7.5Y4/1）粘質土・オリーブ黒色（7.5Y3/1）粘質土で、調査区全域に堆積し、

厚さ14～25㎝を測る。

Ⅱ　旧耕作土  －1　 灰色（7.5Y6/1）粘質土に褐色（7.5YR4/4）土が疎らに混入し、北西部に堆積

し、厚さ２～８㎝を測る。

 －2　 灰色（7.5Y6/1）粘質土・灰白色（7.5Y7/1）粘質土に、明黄褐色（10YR6/6

～6/8）粘質土が混入し、東端を除くほぼ全域に堆積し、厚さ3～10㎝を測る。

 －3　 Ⅱ-2より明黄褐色（10YR6/6～6/8）粘質土が多く混入し、北東部に堆積し、

厚さ２～７㎝を測る。

Ⅲ　旧耕作土　 灰色（7.5Y6/1）粘質土に灰白色（7.5Y7/1）粘質土や明黄褐色（10YR6/6）粘質土

が多く混入する。

Ⅳ　旧耕作土　 にぶい黄褐色（10YR5/3）粘質土に、Ⅲが混入し、主に南西部に堆積し、厚さ２～

10㎝を測る。

Ⅴ　褐灰色　　 （10YR6/1～5/1）土に、黒褐色（10YR3/1）と黒色（10YR2/1）マンガン粒（1～1.5㎝大）

及び、褐色（7.5YR4/4）粘質土が混入し、主に南西隅部に堆積し、厚さ１～13㎝を測る。

Ⅵ　地山

　　－1　 淡黄色（2.5Y8/4）粘土・黄色（2.5Y8/8）粘土に、黄橙色（10YR7/8）粘土が混入する。

中に、砂岩礫（5～25㎝）・河原礫を多く混入し、その周りに灰白色（10YR8/1～7/1）粘

土、及び褐灰色（10YR4/1）粘土をマーブル状に含む。主に調査区南半部に堆積し、厚

さ2～18㎝を測る。

　　－2　 淡黄色（2.5Y8/4）粘土・黄色（2.5Y8/6）粘土に、明褐色（7.5YR5/6）土と褐色（7.5YR4/6）

土を斑状に混入し、 主に調査区北半部に堆積し、厚さ2～28㎝を測る。

北・南・西壁遺構等埋土

　　 ａ：褐灰色（7.5YR5/1～4/1）土…〔SD9〕

　　 ｂ：灰黄色（2.5Y6/2）土～暗灰黄色（2.5Y4/2）微粒土…〔SD1・2〕

　　 ｃ：褐灰色（10YR6/1～5/1）土…〔SK5・8・11〕

　　 ｄ：褐灰色（10YR6/1～5/1）粘質土～暗褐色（10YR3/3）粘質土…〔SD6〕

　　 ｅ：褐灰色（5YR6/1～5/1）微粒土…〔SK2〕

　　 ｆ：褐灰色（7.5YR4/1）土…〔SK4〕

　　 ｇ：ｆとほぼ同じ。

　　 ｈ：褐灰色（10YR6/1）粘質土…〔SK6〕

　　 ｉ：褐灰色（10YR6/1～5/1）土に、地山土（0.5～1㎝大）を疎らに少量混入する。…〔SD8〕

　　 ｊ：灰褐色（7.5YR4/2）土～褐灰色（7.5YR4/1）土…〔SK10〕 

　　 ｋ：にぶい黄橙色（10YR6/3）土に灰黄褐色（10YR6/2）微粒土が混入する。…〔SD3〕 
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久米高畑遺跡 71 次調査

ＳＤ７（第54図）

調査区西端のB・2区に位置し、SD1、SK11に切られる。主軸は東西方向でN－75°－Wを指向する。

規模は検出長約2.03ｍ、検出幅0.12～0.21ｍを計り、深さ1～3㎝、東から西に比高差3㎝を測る。断面

形態は皿状を呈し、埋土は褐灰色微粒土である。遺物は弥生土器の小片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物が小片であり、弥生時代としか判らない。

３）土坑
ＳＫ１（第55図、写真図版10）

調査区西端C・2区に位置し、SK4を切る。平面形態は隅丸方形、断面形態は皿状を呈する。規模は

長径1.61ｍ、短径1.41ｍ、深さ13㎝を測る。埋土は

褐灰色土～黒褐色粘質土で、遺物は埋土上位から

中位にかけ、弥生土器の甕・壺の破片が出土して

いる。

出土遺物（第56図、写真図版13）

5～8は甕の底部である。5・6・8はやや上げ底の

底部で括れがあり、5・6は外面にヨコナデ調整、8

は外面にヨコナデ調整・ハケメ調整が施される。7

は平底の底部である。9～13は壺であり、9は口縁

端部が上方向に肥厚され端面が凹み内外面にヨコ

ナデ調整が施される。10は口縁端部が内傾し、拡

張される。11は内傾する肩部付近である。12・13

は底部で、12は平底の底部内面はナデ調整が施さ

れる。13は突出する底部は貼付けられる。

時　期　出土した弥生土器の特徴から、弥生時代

後期前葉とする。
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1. 褐灰色（5YR6/1 ～ 5/1）微粒土　

西壁

H.36.80m

1

ＳＫ２

SD1

SK5

73次調査

NW-SE

W-E

S
-N

H.36.80m
1

1. 褐灰色（7.5YR4/1）土

SD1

H
.3
6.
80
m

1
S
D
1

ＳＫ３



久米高畑遺跡 71 次調査

ＳＫ４（第58図、写真図版10）

調査区西端C・2区に位置し、SK1・5に

切られ、西端は73次調査に延びる。平面形

態はやや不整形な楕円形、断面形態は皿状

を呈する。規模は長径2.34ｍ以上、短径1.34

ｍ以上、深さ11㎝を測る。埋土は褐灰色土

であり、遺物は埋土上位から中位にかけ、

弥生土器に混じりガラス小玉1点や混入品

の須恵器、石製品が出土した。

出土遺物（第59図、写真図版14）

　14・15は甕である。14は口縁端部が「Ｌ」

字形、15は平底の底部である。16～18は壺

であり、16は口縁端部に2条の凹線文をも

つ。17は口縁内面に断面三角形状の貼付凸

帯をもつ。18は複合口縁の内傾する口縁拡

張部で、内外面にヨコナデ調整が施される。

19は蓋で、外面はハケメ調整後、ヘラ状工具による沈線文が放射線状に残る。20は石庖丁の刃部で両

刃の緑色片岩製である。21はガラス小玉で、直径6.5㎜、高さ4.9㎜、孔径1.5～2.0㎜、重さ0.29ｇを測り、

色調は濃青色を呈した完存品である。

時　期　出土した弥生土器の特徴から、弥生時代前期末～中期初頭とする。

ＳＫ９（第 60図）

　調査区北西部B・2区に位置し、SD2に切られる。平面形態は不整形、断面形態はレンズ状を呈する。

規模は長径1.42ｍ、短径1.25ｍ以上、深さ5㎝を測る。埋土は褐灰色微粒土であり、遺物は弥生土器の

小片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物が小片であり、弥生時代としか判らない。
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遺構と遺物

（２）古墳時代
　古墳時代の遺構は、溝1条、土坑2基を検出した。

１）溝
ＳＤ８（第61図、写真図版11・14）

　調査区東側C・2～3区に位置し、SK6を切り、西端は

73次調査SD8につながる。溝の東端部で、断面形態は皿

状を呈する。規模は検出長0.87ｍ以上、検出幅0.44～0.61

ｍ、深さ16㎝を測る。埋土は褐灰色土（地山土混入）で

あり、弥生土器・土師器・須恵器片が僅かに出土する。

出土遺物（第61図、写真図版10・14）

　22は須恵器の で、穿孔された上胴部に2条の沈線が

巡る。底部外面はヘラ削り、内面には渦巻き痕が残る。

時　期：出土した須恵器の特徴から、古墳時代後期とす

る。

２）土坑
ＳＫ５（第62図）

　調査区西端中央部C・2区に位置し、SK2・4を切り、遺

構の大半は73次調査SK5につながる。断面形態は皿状を呈

する。規模は長径1.6ｍ、短径0.42ｍ以上、深さ12㎝を測る。

埋土は褐灰色土であり、遺物は土師器・須恵器片が僅かに

出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、73次調査SK5と同

じ遺構であることから、古墳時代終末とする。

1. 褐灰色（5YR6/1 ～ 5/1）
   微粒土　

1SD2

SW-NE

SE
-N
W

H.36.80m
1

H
.3
6.
80
m

SP32

SD2

SB1
 P1

S
B
1

 P
1

第60図　SK9測量図

0 1m

(S=1:40)

H.36.80m

1

1. 褐灰色（10YR6/1 ～ 5/1）土
2. 1 層に地山土（0.5 ～ 1㎝大）を
　 疎らに少量混入する。

西壁

H
.3
6.
80
m

1 2

2

SK6
73次
調査 SD8

22
NW-SE

SW
-N
E

第61図　SD8測量図・出土遺物実測図

0 10㎝

(S=1:3)0 1m

(S=1:40)

西壁

SK4

SD1

SK2

H
.3
6.
80
m

1

1. 褐灰色（10YR6/1 ～ 5/1）土
   

73 次調査
    SK5

SW
-N
E

第62図　SK5測量図

0 1m

(S=1:40)

59



久米高畑遺跡 71 次調査

ＳＫ11（第63図）

　調査区中央部西端B～C・2区に位置し、SD7を切り、西端は

73次調査SK11につながる。平面形態は不整長方形、断面形態は

レンズ状を呈する。規模は長径1.05ｍ、短径0.16ｍ以上、深さ5

㎝を測る。埋土は褐灰色土であり、遺物は弥生土器の小片が僅

かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、73次調査ＳＫ11の一部

であることから、古墳時代終末以前とする。

（３）古代
１）土坑
　古代の遺構は、土坑2基、溝1条、柱穴1基を検出した。

ＳＫ６（第64図）

　調査区北西部C・2区に位置し、SD8に切られ、西端は73次調

査に延びる。残存する平面形態は不整楕円形、断面形態はレン

ズ状を呈する。規模は長径0.43ｍ以上、短径0.37ｍ以上、深さ6

㎝を測る。埋土は褐灰色粘質土であり、遺物は土師器・須恵器

片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSP3と同一なこ

とから、古代とする。

ＳＫ８（第64図、写真図版11）

　調査区北西部C・3区に位置する。平面形態は楕円形、断面形

態は逆台形状を呈する。規模は長径0.89ｍ、短径0.76ｍ、深さ42

㎝を測る。埋土は褐灰色土であり、出土遺物はない。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSP3と相似なこ

とから古代とする。

ＳＤ９（第48図）

　調査区南西隅A～B・1区に位置し、南西端は調査区外に延び、

遺構の大半は73次調査SD9に続く。断面形態は皿状を呈し、規

模は東西40㎝以上、南北20㎝以上深さ6～9㎝を測る。埋土は褐

灰色土で、出土遺物はない。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、73次調査SD9と同一な遺構であることから、8世紀代とする。

２）柱穴
ＳＰ3（第65図、写真図版10）

　調査区西端中央部C・2区に位置し、SK5の東側約1ｍで検出した。平面形態は円形を呈し、規模は
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久米高畑遺跡 71 次調査

ＳＫ10（第68図）

　調査区南西部A～B・1区に位置し、SK7・SD6を切り、南端は調査区外に延びる。平面形態は不整

長方形、断面形態はレンズ状を呈する。規模は長径0.7ｍ、短径0.59ｍ以上、深さ11㎝を測る。埋土は

灰褐色土～褐灰色土である。遺物は土師器の小片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、SK7を切ることから13世紀以降とする。

（５）近世
　近世の遺構は、溝4条を検出した。

ＳＤ１（第69図）

A～C・2～5区に位置し、SB1、SK2・3、倒木2を切り南東端は調査区外に延びる。南東方向から

北西方向に主軸はN－51°－Wを指向し、一直線に延びる。規模は検出長19.95ｍ、検出幅0.45～1.2ｍ、

深さ4～9㎝、南東から北西に比高差5㎝を測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は灰黄色土～暗灰

黄色微粒土である。遺物は土師器・須恵器・瓦器・磁器の小片が僅かに出土する。

出土遺物（第69図、写真図版14）

　27は白磁碗の底部である。断面三角形状の高台をもち、底部外面の中央部に凹みをもつ。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、出土した磁器から、近世としか判らない。
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遺構と遺物
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久米高畑遺跡 71 次調査

ＳＤ２（第70図）

調査区南西部A～B・2～3区に位置し、

SK9、炉跡を切り北西端は73次調査に延

びる。南東方向から北西方向に主軸はN

－45°－Wを指向し、SD1とほぼ並行し、

一直線に延びる。規模は検出長7.56ｍ、

検出幅0.09～0.21ｍを計り、深さ3～6㎝、

南東から北西に比高差4㎝を測る。断面

形態は逆台形状を呈し、埋土は灰黄色土

～暗灰黄色微粒土である。遺物は土師

器・陶器の小片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、

出土した磁器から、近世としか判らない。

ＳＤ３（第71図）

調査区南西部A～B・2区に位置し、南

東方向から北西方向に延びる溝で、SD6

を切り、北西端は73次調査に延びる。主

軸は南東から北西方向にN－42°－Wを

指向し、SD2とほぼ並行し、一直線に延

びる。規模は検出長4.85ｍ、検出幅0.18

～0.24ｍ、深さ2～6㎝、南東から北西に

比高差3㎝を測る。断面形態は逆台形状

を呈し、埋土はにぶい黄橙色土に灰黄褐

色微粒土が混入するものである。遺物は

弥生土器片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、

埋土がSD1と相似なことから、近世とす

る。

ＳＤ４（第71図）

調査区北西部のB～C・2～3区に位置

し、倒木1を切る。主軸は南東から北西

方向にN－50°－Wを指向し、SD1とほ

ぼ並行し、一直線に延びる。規模は検出

長約4.21ｍ、検出幅0.57～0.85ｍ、深さ3～15㎝、南東から北西に比高差4㎝を測る。断面形態は皿状

を呈し、埋土は灰黄色土～暗灰黄色微粒土である。遺物は土師器・瓦の小片が僅かに出土する。

時　期　時期決定しうる遺物に乏しく、埋土がSD1と同一なことから、近世とする。

炉跡
SB1

H.36.70mA-A´A´A

H.36.70mB-B´B´B 1

1. 灰黄色（2.5Y6/2）土～
   暗灰黄色（2.5Y4/2）微粒土

73次調査

C´C H.36.70mC-C´

SK9

1

1

西壁

炉跡

第70図　SD2測量図

0 1m

(S=1:40)
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遺構と遺物

（６）その他の遺構や遺物
１）柱穴
　調査区西側を主体に93基を検出した。平面形態は円形・楕円形を呈し、規模は直径13～108㎝、深

さ2～25㎝を測る。埋土は褐灰色粘質土～褐灰色微粒土である。出土遺物は、弥生土器・土師器・須

恵器の小片が出土する。

時　期　出土遺物から、弥生時代から古代までの間とする。

２）倒木痕
倒木１（第72図）

　調査区北西部のC・3区に位置し、SD4に切られる。平面形態は不整楕円形を呈し、規模は長径8.0ｍ、

短径5.7ｍを測るが、倒木内は未調査であり全容は不明である。埋土は西端が褐灰色粘質微粒土～黒

褐色粘質微粒土、中央部がにぶい橙色土～にぶい赤褐色粘質微粒土、東側がにぶい黄橙色土～明黄褐

色粘土である。

時　期　出土遺物がなく、埋土が倒木2に類似していることから、縄文時代晩期の可能性をもつ。

SD6

H.36.70mB-B´B´B

H.36.70mA-A´A´A

1

1

1. にぶい黄橙色（10YR6/3）土に
　 灰黄褐色（10YR6/2）微粒土が混入する。

73次調査

西壁

ＳＤ３

H.36.70mB-B´B´B

H.36.70mA-A´A´A
1

1

1. 灰黄色（2.5Y6/2）土～
   暗灰黄色（2.5Y4/2）微粒土

ＳＤ４

第71図　SD3・4測量図

0 1m

(S=1:40)
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久米高畑遺跡 71 次調査

倒木２（第72図）

　調査区西部のB・2～3区に位置し、SB1・SD1・5に切られる。平面形態は不整楕円形を呈し、規模

は長径8.5ｍ、短径7.25ｍを測るが、遺構内は未調査であり全容は不明である。埋土はにぶい黄橙色土

～明黄褐色粘土である。上面にて縄文土器片が1点出土する。

出土遺物（第72図、写真図版14）

　28は縄文土器で深鉢の口縁部である。外傾する口縁端部は緩やかに波状を呈し、煤が付着する。内

面にミガキ調整、外面にナデ調整が施され、黒斑がみられる。

時　期　出土した縄文土器の特徴から、縄文時代晩期の可能性をもつ。

３）第Ⅱ～Ⅴ層出土遺物（第73図、写真図版14）
　29は弥生土器で壺の口縁部である。大きく外反する口縁部の端面に山形文が施される。30は円盤状

の土製品で上面は凹み、底面は平らで縁部は丸味をもつ。直径4.85㎝、厚み1.22㎝を測る。31は須恵

器の坏蓋である。口縁端部は丸味をもち、天井部から2/3まで回転ヘラケズリが施される。32は須恵

器で捏ね鉢の口縁部である。口縁端部は三角形状を呈し、内外面にヨコナデ調整が施される。

29

30

31

32

第73図　第Ⅱ～Ⅴ層出土遺物実測図

0 10㎝

(S=1:4)

0 10㎝

(S=1:3)

28

SD４

倒木１

倒木２

SD５

SD1

SB1
 P4

第72図　倒木1・2測量図、倒木2出土遺物実測図

0 10㎝

(S=1:4)

0 5m

(S=1:200)
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遺構一覧

第４節　小　結

本調査では、弥生時代から近世までの遺構や遺物を確認した。以下、時代別にまとめを行う。

　縄文時代では、倒木痕を2基検出した。埋土中から縄文時代晩期の遺物が1点出土しており、調査地

周辺に当該期の遺跡が展開していたことが窺える。

弥生時代では、後期後葉の竪穴住居SB1を検出した。後世の削平を受け、床面での検出であったが、

外側に8本、内側に4本の主柱穴や炉をもっており、主柱穴の配置状況から円形または八角形の竪穴住

居であることが想定される。この環状に巡る主柱穴の特徴をもつ建物は、周辺の調査でも確認されて

おり後期頃に桑原地区で数多く確認された竪穴住居と同様の特徴をもつ建物が当地にも展開していた

ことが窺えるものである。このほか前期末から中期初頭と考えられるSK4からガラス小玉が出土して

おり、これが混入品でないとすると松山平野で出土したガラス玉では、最古の資料となる。

古墳時代では、調査区西端から溝・土坑の一部を検出しただけで遺構が希薄であり、73次調査で掘

立柱建物や溝・土坑などを検出していることから、集落の中心は当調査地より西側に展開していたこ

とが想定される。

古代では、「回廊状遺構」の西方に官衙関連の施設を確認することは出来なかった。北隣の69次調

査は官衙に関連する掘立柱建物を1棟確認したことより、周辺が官衙関連施設の展開する南西端にあ

たることが推定されていたが、当調査の結果、その推定が継承されたことになる。

中世においては、調査区南西隅で土坑2基だけの検出であり、古墳時代と同様に当調査地より西側

に集落が展開していたことが想定される。

近世頃には、南東から北西方向にかけ直線的に延びる溝4条を検出したが、いずれも平行な位置関

係でほぼ等間隔で延びている。また、現代の畦畔にも並行していることから、農耕に関連する溝が考

えられ、近世頃から当地において農耕が継続的に行われていたことが窺える。

遺構・遺物　－凡例－

　（1）以下の表は遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

　（2）遺物観察表の各記載について。

 法量欄（ ） ：復元推定値。

 調整欄 ：土器の各部位名称を略記。

  　例） 底→底部、天→天井部

 胎土・焼成欄 ：胎土欄では混和剤を略記した。

  　例）石→石英、長→長石、砂→砂粒、金→金ウンモ、密→精製土。

  　（ ）内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。（単位：㎜）

  　焼成の略記について。◎→良好、○→良。
表 33　　竪穴住居一覧

竪穴

（SB）
時　期 平面形

規　模　（ｍ）
（内側）柱間×深さ
（外側）柱間×深さ

埋　土 床面積
（㎡）

主柱穴
（本）

内部施設
備　考

高床 土坑 炉 カマド

1 弥生後期
後葉

円形 or
八角形

1.72 ～ 1.94 × 0.12 ～ 0.4
1 .6 ～ 2.15 × 0.1 ～ 0.38

灰白色土～
褐灰色粘質土 15.28 （内）4

（外）8 ○ SD1・2に切られ
る。
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久米高畑遺跡 71 次調査

表36　　SB1出土遺物観察表（土製品）	 （１）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

1 甕 残高　2.8 外反する口縁端部は、やや外方に肥
厚され丸味をもつ。 ヨコナデ ハケ 浅黄橙色

にぶい橙色
石・長（1～3）

◎

2 甕 底径
残高

 （4.6）
   3.8

平底の底部から内湾気味に立ち上が
る。 ハクリ・マメツ ナデ 淡赤橙色

浅黄橙色
石・長（1～4）

○ 黒斑

表 35　　土坑一覧

土坑
（SK） 地　区 平面形 断面形 規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
床面積
（㎡） 埋　土 出土遺物 時　期 備　考

1 C・2 隅丸方形 皿状 1.61 × 1.41 × 0.13 1.92 褐灰色土～
黒褐色粘質土 弥生 弥生後期

前葉 SK4を切る。

２ B ～ C・2 不整 
楕円方形 レンズ状 （1.34）×（0.69）× 0.09 0.69 以上 褐灰色微粒土 弥生 弥生

SD1・SK5に切られ、
西端は73次調査に延
びる。

3 A ～ B・4 不定
楕円形 皿状 （1.97）× 1.64 × 0.07 2.31 以上 褐灰色土 弥生

石
弥生前期末
～中期初頭 SD1に切られる。

4 C・2 不整
楕円形 皿状 （2.34）×（1.34）× 0.11 2.11 以上 褐灰色土 弥生・須恵

ガラス・石
弥生前期末
～中期初頭

SK1・5に切られ、西
端は73次調査に延び
る。

5 C・2 円形 皿状 1.6 ×（0.42）× 0.12 0.43 以上 褐灰色土 土師
須恵 古墳終末

SK2・4を切り、大半
は73次 調 査SK5に つ
ながる。

6 C・2 不整
楕円形 レンズ状 （0.43）×（0.37）× 0.06 0.11 以上 褐灰色粘質土 土師

須恵 古代
SD8に切られ、西端
は73次 調 査 に 延 び
る。

7 A ～ B・1 不整 
長方形 レンズ状 0.94 ×（0.62）× 0.13 0.38 以上 灰褐色土～

褐灰色土
瓦器
瓦 13世紀 SD6を切り、SK10に

切られる。

８ C・3 楕円形 逆台形状 0.89 × 0.76 × 0.42 0.58 褐灰色土 － 古代

9 B・2 不整形 レンズ状 1.42 ×（1.25）× 0.05 1.34 以上 褐灰色微粒土 弥生 弥生 SD2に切られる。

10 A ～ B・1 不整 
長方形 レンズ状 0.7 ×（0.59）× 0.11 0.37 以上 灰褐色土～

褐灰色土 土師 13世紀
以降

SK7・SD6を切り、南
端は調査区外に延び
る。

11 B ～ C・2 不整 
長方形 レンズ状 1.05 ×（0.16）× 0.05 0.12 以上 褐灰色土 弥生 古墳終末

以前
SD7を切り、西端は
73次調査SK11につな
がる。

表 34　　溝一覧
溝

（SD）
地　区 断面形

規　模　（ｍ）

長さ（長径）×幅（短径）×深さ
方　向 埋　土 出土遺物 時　期 備　考

1 A ～ C・2 ～ 5 レンズ状 19.95 × 0.45 ～ 1.2 × 0.04 ～ 0.09 南東～
北西

灰黄色土～
暗灰黄色微粒土

土師・須恵
瓦器・磁器 近世

SB1、SK2・3、 倒 木
2を切り、南東端は調
査区外に延びる。

2 A ～ B・2 ～ 3 逆台形状 7.56 × 0.09 ～ 0.21 × 0.03 ～ 0.06 南東～
北西

灰黄色土～
暗灰黄色微粒土

土師
陶器 近世

SK9・炉跡を切り、
北西端は73次調査に
延びる。

3 A ～ B・2 逆台形状 4.85 × 0.18 ～ 0.24 × 0.02 ～ 0.06 南東～
北西

にぶい黄橙色土
（灰黄褐色微粒土

混入）
弥生 近世

SD6を切り、北西端
は73次 調 査 に 延 び
る。

4 B ～ C・2 ～ 3 皿状 4.21 × 0.57 ～ 0.85 × 0.03 ～ 0.15 南東～
北西

灰黄色土～
暗灰黄色微粒土

土師
瓦 近世 倒木1を切る。

5 B ～ C・3 皿状 2.42 × 0.42 × 0.02 ～ 0.06 南東～
北西 褐灰色微粒土 弥生

石 弥生 倒木2を切る。

6 A ～ B・1 ～ 2 レンズ状 2.67 × 0.25 ～ 0.36 × 0.05 ～ 0.11 南西～
北東

褐灰色粘質土～
暗褐色粘質土

弥生
石 弥生

SD3、SK7・10に切ら
れ、南西端は調査区
外に延びる。

7 B・2 皿状 2.03 × 0.12 ～ 0.21 × 0.01 ～ 0.03 東西 褐灰色微粒土 弥生 弥生 SD1・SK11に切られ
る。

8 C・2 ～ 3 皿状 （0.87）× 0.44 ～ 0.61 × 0.16 南東～
北西 褐灰色土 弥生・土師

須恵 古墳後期
SK6を切り、西端は
73次 調 査SD8につな
がる。

９ A ～ B・1 皿状 （0.40）×（0.20）× 0.06 ～ 0.09 南東～
北西 褐灰色土 － 8世紀代 大半は73次調査SD9

に続く。
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遺物観察表

表38　　SK4出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

14 甕 口径
残高

（16.2）
   4.2 口縁端部が「Ｌ」字形。 マメツ マメツ

灰白色・にぶい橙色

浅黄橙色
石（1～3）・長（1）

○

15 甕 底径
残高

 （5.5）
   3.4 平底の底部。 マメツ・ナデ マメツ 暗黄灰色

黄灰色
石・長（1～1.5）

○ 黒斑

16 壺 残高　2.1 口縁端部に 2 条の凹線文をもつ。 マメツ マメツ にぶい橙色
にぶい橙色

石（1～2）
○

17 壺 口径
残高

（21.5）
   1.65

口縁内面に断面三角形状の貼付凸帯
をもつ。 マメツ マメツ 浅黄橙色

浅黄橙色
石・長（1～3）

○

18 壺 口径
残高

（16.0）
   3.4 内傾する口縁拡張部。（複合口縁） ヨコナデ ヨコナデ 橙色

灰白色
石（1～3）・長（1）

◎

19 蓋 器高
口径

   8.15
（15.4）

天井部から口縁にかけ大きく外反
し、沈線文が放射状に残る。 ヨコナデ・ハケ ヨコナデ

マメツ
にぶい橙色

灰白色
石（1～3）・長（1）

○ 14

表39　　SK4出土遺物観察表（石製品）

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

20 石庖丁 刃部一部 緑色片岩 3 . 5 1 . 5 0 . 3 1 2 . 9 3 14

　　　　SB1出土遺物観察表（土製品）	 （２）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

3 甕 残高　5.9 緩やかに内湾する上胴部。 ハケ ハケ・ナデ 浅黄橙色
灰白色

石（1～2）・長（1）
◎ 13

4 高坏 口径
残高

（22.4）
　3.2

外反する口縁部の端部は、下方に肥
厚される。 ヨコナデ・ハケ ハクリ 橙色

橙色
石・長（1～2）

金
○

13

表37　　SK1出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

5 甕 底径
残高

 （4.9）
   4.5 底部はやや上げ底で、括れをもつ。 マメツ

ヨコナデ・ナデ ナデ にぶい黄橙色
灰白色

石（1～3）・長（1）
金
○

6 甕 底径
残高

   5.0
   5.55 底部はやや上げ底で、括れをもつ。 ヨコナデ

マメツ ナデ 灰白色
灰白色

石（1～3）・長（1）
金
○

黒斑 13

7 甕 底径
残高

 （5.6）
   3.8 平底の底部。 マメツ

ヨコナデ ナデ 浅黄橙色
褐灰色

石（1～3）・長（1）
○

8 甕 底径
残高

 （4.9）
   2.8 底部はやや上げ底で、括れをもつ。 ハケ・ヨコナデ

ナデ ナデ 橙色
黒褐色

石（1～3）
◎

9 壺 口径
残高

（19.0）
   1.0

口縁端部が上方向に肥厚され、端面
が凹む。 ヨコナデ ヨコナデ にぶい橙色

にぶい橙色
石（1～2.5）・長（1）

◎

10 壺 口径
残高

（17.0）
   3.3 口縁端部が内傾し拡張される。 マメツ・ハクリ ハケ 淡橙色

橙色
石（1～3）・長（1）

○

11 壺 残高　4.4 内傾する肩部。 マメツ マメツ 橙色
淡橙色

石（1～3）・長（1）
◎

12 壺 底径
残高

 （8.7）
   3.4 平底の底部。 マメツ ナデ にぶい橙色

黒色
石（1～4）・長（1）

○ 赤粒

13 壺 底径
残高

　5.1
　1.7 突出する底部は貼付けられる。 　　マメツ

 ○底   ハケ ナデ 浅黄橙色
褐灰色

石・長（1～2）
金
◎

黒斑
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表42　　SP3出土遺物観察表（瓦製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

凹　面 凸　面

23 軒平瓦 残長
厚み

 18.15
　2.6 緩やかに凹む。 布目痕 カキメ 灰白色

灰白色
石・長（1～2）

◎ 14

24 軒平瓦 残長
厚み

 11.8
　2.3 緩やかに凹む。 布目痕 タタキ 灰白色・灰色灰

白色・灰色
石・長（1～2）

◎ 14

表43　　SK7出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

25 椀 残高  1.55 やや外反気味の口縁端部は丸くおさ
まる。 ヨコナデ ヨコナデ 緑灰色

暗緑灰色
密
○

表44　　SK7出土遺物観察表（瓦製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（凹面）（凸面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

凹　面 凸　面

26 軒平瓦 残長
厚み

  6.4
　2.1 僅かに凹む。 カキメ痕 マメツ 灰色

灰白色
石・長（1～2）

◎

表45　　SD1出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

27 碗 底径
残高

 （7.1）
　1.6

断面三角形状の高台をもち、底部中
央部が凹む。

　　施釉
　○底 回転ナデ 施釉 灰白色

灰白色
密
○ 14

表46　　倒木2出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

28 鉢 残高　9.75 外傾する口縁端部は緩やかに波状す
る。

ヨコナデ
ナデ

マメツ・ハクリ
（ミガキ一部）

にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石（1～4）・長（1）
金
◎

煤付着
黒斑 14

表47　　第Ⅱ～Ⅴ層出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外　面 内　面

29 壺 口径
残高

（14.4）
　1.75 口縁端面に山形文が施される。 ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙色

にぶい黄橙色
石・長（1～2）

○

30 不明 直径
厚み

  4.85
   1.22 底面は平らで上面に凹みをもつ。 ナデ・ヨコナデ 淡赤橙色 石（1～4）・長（1）

◎ 14

31 坏蓋 口径
残高

（12.2）
　3.8 口縁端部は丸味をもつ。 ○天 回転ヘラケズリ

回転ナデ 回転ナデ 灰色
灰色

長（1～3）
◎

32 捏ね鉢 残高　2.15 口縁端部は三角形状を呈する。 ヨコナデ ヨコナデ 灰白色・暗青灰色
灰白色・暗青灰色

石・長（1）
◎

表41　　SD8出土遺物観察表（土製品）

番号 器種 法量（㎝） 形　態	・	施　文
調　　整

色調（外面）（内面）
胎　土	
焼　成 備考 図版

外	面 内	面

22 残高   7.8 穿孔された上胴部に 2 条の沈線が巡
る。

回転ナデ
○底 ヘラケズリ

ナデ
○底 渦巻き痕

灰色
灰色

石・長（1）
◎ 自然釉 14

表40　　SK4出土遺物観察表（装身具）

番号 器　種 残　存 材　質 色　調
法　　　量

備　考 図版
直径（㎝） 孔径（㎝） 高さ（㎝） 重さ（ｇ）

21 小　玉 完　形 ガラス 濃青色 0 . 6 5 0.15 ～ 0.2 0 . 4 9 0 . 2 9 14
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第Ⅳ章　久米高畑遺跡73次調査

第１節　調査の経緯

（１）調査に至る経緯（第74図、写真図版15）
　本調査は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地「No.127 来住廃寺跡」内における重要遺跡確認調

査（国庫補助事業）である。調査地である松山市来住町910番地内では、過去に2回の調査が行われて

いる。平成19年度に久米高畑遺跡69次調査、平成20年度には同71次調査が実施され、今回の73次調査

が最終となる。調査地北側には69次調査地があり、弥生時代の土坑と弥生時代から古代の掘立柱建物

を検出した。また、東側には71次調査地があり、弥生時代の竪穴住居、弥生時代から古墳時代の土坑、

中世の溝を検出した。調査は「回廊状遺構」西方域における古代官衙関連施設の広がりや土地占有状

況を確認することを主目的とし、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財埋文センターが主体と

なり、2009（平成21）年11月2日より本格調査を実施した。

久米高畑遺跡
　　58次調査

久米高畑遺跡
　　63次調査

久米高畑遺跡73次調査

久米高畑遺跡71次調査

久米高畑遺跡69次調査

0 10m

(S=1:300)第74図　調査地位置図
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（２）調査の経緯
　発掘調査は申請者の協力のもと、調査地東側（久米高畑遺跡71次調査と松山市が買収した土地）を

廃土置き場として使用した。

　2009（平成21）年11月2日、現場の安全対策と発掘用具の搬入及び調査地の草刈りをする。11月19日、

調査区を設定した後、重機で第Ⅴ層及び第Ⅵ層上面までの掘削を開始する。11月24日、第Ⅴ層上面の

精査を行った後、11月26日、重機で第Ⅴ層を除去し、第Ⅵ層上面にて遺構の検出を開始する。12月1日、

測量業者に基準点測量業務を委託し、基準杭を設定する。12月9日より、中近世段階の遺構の掘り下

げ及び測量作業を行う。12月16日より、古代遺構の掘り下げ及び測量作業を行う。12月25日、年内の

調査を終了する。

　2010（平成22）年1月5日より、調査を再開する。1月8日より弥生時代から古墳時代の遺構検出作業

を行い、その後、検出した竪穴住居、溝、柱穴、倒木址の掘り下げ及び測量作業を行う。1月13日、

現場にて埋文センター職員による検討会を実施する。2月4日、下條信行、前園美智雄両氏より、現場

にて調査指導を乞う。2月27日、一般市民対象の現地説明会を開催し、参加者35名を得る（写真図版

15）。3月1日、重機による埋め戻し作業を開始する。調査地は発掘調査後も水田耕作を行うため、竪

穴住居、溝、土坑、柱穴、倒木址は真砂土で保護をした後、包含層、表土層の順に埋め戻し作業を行

い、3月3日、屋外調査を終了する。

（３）調査組織
所 在 地 ：松山市来住町910番の一部

調 査 期 間：平成21年（2009）11月2日～平成22年（2010）3月3日

調 査 面 積：約270㎡

土地所有者 ：三好鐵己

調 査 目 的：重要遺跡確認調査

調 査 主 体：松山市教育委員会、［委託］財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

調 査 担 当：文化財課　楠　寛輝、　埋蔵文化財センター　水本完児・栗田茂敏

第２節　層　位

（１）基本層位（第76・77図）
　調査地は「回廊状遺構」西方、標高36.90ｍに位置し、調査以前は水田であった。調査地の基本層位は、

以下のとおりである。

第Ⅰ層：水田耕作に伴う耕土で、灰色（7.5Y4/1）粘質土とオリーブ黒色（7.5Y3/1）粘質土の混合

である。調査区全域にみられ、層厚2～23㎝を測る。

第Ⅱ層：水田耕作に伴う旧耕土で、土色・土質の違いにより四種類に分けられる。

第Ⅱ－1層： 灰色（7.5Y6/1）粘質土に褐色（7.5YR4/4）土が疎らに混入するもので、調査区

南東部と南西部にみられ、層厚2～12㎝を測る。

第Ⅱ－2層： 灰色（7.5Y6/1）粘質土に灰白色（7.5Y7/1）粘質土や明黄褐色（10YR6/6）粘質
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層　位

土が混入するもので、調査区北西部と南半部にみられ、層厚2～11㎝を測る。

第Ⅱ－3層： 第Ⅱ－2層より明黄褐色（10YR6/6）粘質土が多く混入するもので、調査区北部と

南東部にみられ、層厚2～13㎝を測る。

第Ⅱ－4層： 黄色（2.5Y8/8）土と黒色（10YR2/1）土の混合土で、調査区北西部にみられ、層

厚4～20㎝を測る。

第Ⅲ層：褐灰色（10YR5/1）粘質土に灰黄色（10YR5/2）粘質土が混入するもので、調査区南西部

にみられ、層厚2～23㎝を測る。

第Ⅳ層：にぶい黄褐色（10YR5/3）粘質土に褐灰色（10YR5/1）粘質土や灰黄色（10YR5/2）粘質

土が混入するもので、調査区南半部にみられ、層厚2～12㎝を測る。

第Ⅴ層：褐灰色（10YR6/1）土に褐色（7.5YR4/4）粘質土と黒褐色（10YR3/1）マンガン粒が混入

するもので、調査区南半部にみられ、層厚5～20㎝を測る。本層中からは、主に古墳時代

から古代に時期比定される遺物が出土した。

第Ⅵ層：淡黄色（2/5Y8/4）粘土に明黄褐色（7.5YR5/6）土と褐色（7.5YR4/6）土が斑点状に混入

するもので、本層上面が調査での最終遺構検出面である。なお、本層は久米高畑遺跡71次

調査で検出した第Ⅵ－2層に相当する。

　調査では6ｍ四方のグリッドを設定し、北から南へA・B・C・・・F、西から東へ1・2・3・4とし、

A1・A2・・・F4といった呼称名を付けた。なお、第Ⅵ層上面の標高を測量すると、調査区北東部が

最も高く、南西部にかけて緩傾斜する（比高差50㎝）。

（２）検出遺構と遺物（第75図、表48）

　検出した遺構は竪穴住居1棟（古墳時代）、掘立柱建物3棟（古墳時代：1棟、中世：2棟）、土坑10基

（弥生時代：4基、古墳時代：6基）、溝7条（古墳時代：2条、古代：1条、近世：4条）、柱穴175基、倒

木址4基である。出土遺物は、弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、陶磁器、瓦、石器、鉄製品、鉄滓

である。なお、遺物の出土量は遺物収納箱（44×66×14㎝）約10箱分である。

表48　検出遺構一覧

弥生時代前期 弥生時代中期 古墳時代 古　代 中　世 近　世

ＳＢ２

掘立３ 掘立１
掘立２

　　 ＳＤ８
ＳＤ 10

ＳＤ９ ＳＤ２　
ＳＤ３①
ＳＤ３②

　　ＳＤ 11

ＳＫ 12
ＳＫ 13

ＳＫ 15
ＳＫ 17

　　 ＳＫ５
ＳＫ 11
ＳＫ 16
ＳＫ 18
ＳＫ 19
ＳＫ 20
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第75図　遺構配置図
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層　位
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第３節　遺構と遺物

（１）弥生時代の遺構と遺物

　弥生時代の遺構は、土坑4基を検出した。

ＳＫ12（第78図、写真図版16）

　調査区中央部北寄りＢ2～Ｃ3区に位置する。平面

形態は長方形を呈し、規模は長さ2.34ｍ、幅1.58ｍ、

深さ2.0～4.0㎝を測る。断面形態は浅い逆台形状を

呈し、埋土は褐灰色土（10YR5/1）単層である。遺

物は土坑南側の基底面付近から、甕形土器や壺形土

器の破片が比較的まとまって出土した。これらの土

器を接合すると、甕形土器2点（1・3）と壺形土器2

点（4・5）になった。

出土遺物（第79図、写真図版20）

　1～3は甕形土器。1・2は口径40㎝を超える大型品

で、口縁部は粘土紐の貼付けにより成形されている。

胴部には多重のヘラ描き沈線文と刺突文が施され、

1の口縁端部には刻目を施す。3は中型品で胴部にヘ

ラ描き沈線文、口縁端部には刻目を施す。4～6は太

頸壺で口縁部は短く外反し、頸部にヘラ描き沈線文

を施す。5の胴部外面には、ヘラミガキがみられる。

7・8は広口壺で頸部にはハケメ調整後、ヘラ描き沈

線文を施す。9は太頸壺の頸胴部片、10は底部でわ

ずかに上げ底を呈する。

時　期：出土遺物の特徴から、弥生時代前期末とする。

ＳＫ13（第80図、写真図版16）

　調査区中央部西寄りC・D2区に位置し、土坑南西部は溝SD2、北東部は掘立1（SP65）に切られて

いる。平面形態は円形を呈し、規模は径1.50ｍ、深さ2.0～6.0㎝を測る。断面形態は浅い逆台形状を呈し、

埋土は褐灰色土（10YR5/1）単層である。土坑基底面には凸凹がみられ、土坑北東部から南西部に向

けてわずかに傾斜をなす。遺物は土坑北東部の基底面付近から、土器の破片がまとまって出土した。

出土遺物

　11は甕形土器の胴部小片で、ヘラ描き沈線文を施す。12は壺形土器の胴部で、外面にはタテ方向の

ヘラミガキを施す。

時　期：出土遺物の特徴から、弥生時代前期末とする。
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第79図　SK12出土遺物実測図
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（未掘）

H
=
36.80m

H=36.80m

１　褐灰色土

１

0 20cm

（S=1:6）

第80図　SK13測量図・出土遺物実測図

ＳＫ15（第81図）

　調査区中央部D2・3区に位置し、土坑南側は溝SD8、

北東部は柱穴SP99、西部は2基の柱穴（SP97・112）に

切られている。平面形態は不整の円形を呈し、規模は径

1.47ｍ、深さ3.5～11.0㎝を測る。断面形態は逆台形状を

呈し、埋土は褐灰色土（10YR5/1）に明黄褐色土が斑点

状に混入するものである。遺物は埋土中より、弥生土器

片やサヌカイトの石核が出土した。

出土遺物

　13・14は甕形土器。13は胴部片で、ヘラ描き沈線文と

刺突文を施す。弥生時代前期末。14は上げ底の底部で、

外面に工具痕を看取する。

時　期：出土した甕形土器の特徴より、弥生時代中期後

半とする。
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第81図　SK15測量図・出土遺物実測図
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1m0

(S=1:40)

1　褐灰色土
     （明黄褐色土が斑点状に混入）

H=36.80m

1

SD8

15

16

第82図　SK17測量図・出土遺物実測図

ＳＫ17（第82図）

　調査区中央部東寄りD3区に位置し、土坑南

側は溝SD8に切られる。平面形態は不整楕円形

を呈し、規模は東西検出長2.18ｍ、南北検出長

0.84ｍ、深さ3.0～13.0㎝を測る。断面形態は逆

台形状を呈し、埋土は褐灰色土（10YR5/1）に

明黄褐色土が斑点状に混入するものである。土

坑基底面にはわずかに凹凸がみられるが、ほぼ

平坦である。遺物は、埋土中より弥生土器の小

片が数点出土した。

出土遺物

　15・16は甕形土器。15は頸胴部片で、内面に

不明瞭な稜をもつ。16は底部片で、わずかに上

げ底をなす。

時　期：出土遺物の特徴から、弥生時代中期後

半とする。

（２）古墳時代の遺構と遺物

　古墳時代の遺構は竪穴住居1棟、掘立柱建物1棟、溝2条、土坑3基を検出した。

１）竪穴住居
ＳＢ２（第83図、写真図版16）

　調査区南西部D1・2区に位置し、住居東側は溝SD10と重複する。また、南東部は柱穴SP152に切ら

れ、住居西側は調査区外に続く。第Ⅵ層上面での検出であり、第Ⅴ層が覆う。平面形態は隅丸方形を

呈するものと考えられ、規模は南北長3.90ｍ、東西検出長1.00ｍ、壁高は6～8㎝を測る。住居埋土は、

褐灰色土（7.5YR4/1）の単層である。内部施設は、周壁溝と柱穴1基（SP154）を検出した。周壁溝

は住居壁体に沿って全周し、規模は幅0.15～0.25ｍ、深さ15～17㎝を測る。周壁溝埋土は、住居埋土

と同様の褐灰色土（7.5YR4/1）である。周壁溝内からは、須恵器片と石器片とが出土した。SP154は、

住居床面北東部寄りで検出した。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径34㎝、短径25㎝、深さ15㎝を

測る。柱穴掘り方埋土は、褐灰色土（7.5YR6/1）である。遺物は住居埋土中より、須恵器坏身や甕

の破片のほか土師器片や弥生土器片が少量出土した。

出土遺物

　17は須恵器坏身片で、たちあがりは内傾し、端部は丸く仕上げる。18は須恵器甕の口縁部で、口縁

端面には沈線状の凹みが巡る。19は弥生土器。甕形土器の底部で、突出部をもつ上げ底をなす。弥生

時代後期初頭。

時　期：出土した須恵器の特徴から、SB2の廃棄・埋没時期は古墳時代終末とする。
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２）掘立柱建物
掘立３（第84図）

　調査区北西部B・C1区に位置し、建物西側は調査区外に

続く。建物上面は第Ⅱ－4層が覆う。南北2間の建物址で、

3基の柱穴（SP12・15・24）を検出した。建物規模は南

北長4.56ｍ、柱穴間隔は2.12m、2.44ｍである。建物を構

成する各柱穴の平面形態は円形を呈し、柱穴掘り方規模

は径42～55㎝、深さ5～22㎝を測る。柱穴掘り方埋土は二

種類あり、埋土上位は褐灰色シルト（7.5YR4/1）に明黄

褐色土がブロック状に混入（1層）、埋土下位は褐灰色土

（7.5YR4/1）（2層）である。なお、柱痕はSP24で検出され、

柱痕径15㎝、柱痕埋土は褐灰色（7.5YR4/1）粘質土である。

柱穴内から、遺物は出土していない。

時　期：出土遺物がなく時期決定は困難であるが、柱穴

埋土が後出するSK18やSK20に酷似することから、概ね古

墳時代終末以降とする。

３）溝
ＳＤ８（第85図、写真図版17）

　調査区中央部D1～D4区で検出した東西方向の溝で、溝西端はSB2と重複し、溝西側は近世の溝

SD2・3②に一部削平され、溝中央部は3基の柱穴（SP113・158・181）に切られている。また、溝東

側は71次調査へ続く。第Ⅵ層上面での検出であり、第Ⅱ－3層が覆う。規模は検出長8.40ｍ、幅0.6ｍ～0.8

ｍ、深さ7.0～20.0㎝を測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は大半が褐灰色土（10YR6/1）に褐色土が

粒状に混入するもの（1層）であるが、基底面付近には、灰色土（N 6/ ）に褐色土が粒状に混入（2層）

が部分的に堆積している。溝基底面は東側が高く、西側に向けて漸次低くなっている。溝内からは、

弥生土器や須恵器、土師器のほかに石器が出土した。

出土遺物（第86図、写真図版20・21）

　20は須恵器坏蓋。扁平な天井部で口縁部は垂下し、口縁端部は丸く仕上げる。21・22は土師器。21

は甕形土器の口縁部片で、口縁端部は内傾する。22は高坏の脚部で柱部は中実となり、外面は面取り

される。23～26は弥生土器。23は甕形土器の頸胴部片で、頸部に刻目凸帯文を貼付ける。24・25は壺

形土器で、25の頸部には断面三角形状の凸帯を貼付ける。26は高坏形土器の脚部片で、指込技法によ

り成形されている。27～32は石器。27・28は器種不明品で、表面にはわずかに敲打痕を残す。砂岩製。

29は柱状片刃石斧で、敲打段階に破損した未成品である。緑色片岩製。30～32は砥石。いずれも1面

ないし2面の砥面をもち、自然礫を使用している。石材は30が緑色片岩、31・32は砂岩である。

時　期：出土した須恵器や土師器の特徴から、溝の埋没時期は古墳時代終末とする。
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第86図　SD8出土遺物実測図
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ＳＤ10（第85図、写真図版17）

　調査区中央部西寄りD1・2区で検出した東西方向の溝で、溝東側はSD3②に一部削平され、溝西側

はSB2と重複する。第Ⅵ層上面での検出であり、第Ⅱ－3層が覆う。規模は検出長3.60ｍ、幅0.6ｍ～0.8

ｍ、深さ4.0～16.0㎝を測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は褐灰色土（10YR5/1）に褐色土が粒状に

混入するものである。なお、SD10は埋土や形状からSD8と同一の溝と思われる。溝基底面は、ほぼ

平坦である。溝内からは弥生土器や土師器、須恵器の破片や石器が出土した。

出土遺物（第87図、写真図版21）

　33～35は土師器の甕形土器。33は口縁端部が内傾し、口縁端面はナデ凹む。34は口縁部が外反し、

口縁端部は丸く仕上げる。35は肩部小片で、ヘラ描き沈線文2条（記号）を施す。36は須恵器の壺で、

口縁部は短く外反し、口縁端部は「コ」字状に仕上げる。37・38は弥生土器。37は支脚形土器の角状

突起部分で、断面形態は円形状を呈する。38は壺形土器の底部で、上げ底をなす。39は伐採斧の破損

品で、基部と刃部は欠損している。緑色片岩製。

時　期：出土した土師器や須恵器の特徴より、古墳時代終末とする。

第87図　SD10出土遺物実測図
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４）土坑
ＳＫ５（第88図、写真図版18）

　調査区東側D3～E4区に位置する土坑で、

土坑東側は久米高畑遺跡71次調査にて検出さ

れている。平面形態は円形を呈し、規模は

径2.30ｍ、深さ3.0～18.0㎝を測る。断面形態

は逆台形状を呈し、埋土は上層が褐灰色土

（10YR4/1）、下層が褐灰色土（10YR4/1）に

明黄褐色土がブロック状に混入するものであ

る。なお、断面観察や平面形態より、SK5は

2基の土坑が重複している可能性がある。遺

物は埋土中位付近より土師器、須恵器のほか、

鉄滓が出土した。

出土遺物（写真図版21）

　40・41は土師器甕の口縁部片で、頸胴部内

面に稜をなす。42は須恵器甕の胴部片で、外

面に平行叩き、内面には円弧叩きを施す。43

～45は鉄滓である。

時　期：出土遺物の特徴から、古墳時代終末

とする。
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第90図　SK18出土遺物実測図（1）

ＳＫ18（第89図、写真図版18）

　調査区東側D・E3区に位置する。平面形態は

楕円形を呈し、規模は長径1.64ｍ、短径1.22ｍ、

深さ2.0～6.0㎝を測る。断面形態は浅い逆台形

状を呈し、埋土は褐灰色土（7.5YR4/1）に明

黄褐色土が斑点状に混入するものである。土坑

壁体は緩やかに立ち上がり、基底面は平坦であ

る。遺物は、基底面付近より土師器高坏や甕が

出土し、埋土中位からは弥生土器や石器が出土

した。

出土遺物（第90・91図、写真図版21）

　46・47は土師器。46は甕で口縁部は内湾し、

口縁端部は丸く仕上げる。胴部は長胴で、肩部

にヘラ描き沈線文を施す（記号か）。47は高坏

の脚部で、柱部外面は面取りされる。48～52は

弥生土器。48～50は長頸壺で、48は頸部に押圧

凸帯文2条、口縁部内面には注口状の押圧凸帯文を貼付ける。49は口縁部片で内面に押圧凸帯文を貼

付け、凸帯上に刻目を施す。50は頸部小片で外面にヘラ描き沈線文、内面には押圧凸帯文を貼付る。

51は頸部片で、ヘラ描き沈線文を施す。52は肩部片で、ヘラ描き沈線文と山形文を施す。53は凹基無

茎石鏃の完存品で、平面形態は二等辺三角形を呈し、自然面を残す。サヌカイト製。54は扁平片刃石

斧の破損品で、刃部は欠損している。緑色片岩製。

時　期：出土した土師器の特徴から、古墳時代終末とする。

第89図　Sk18測量図
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第91図　SK18出土遺物実測図（２）

ＳＫ20（第92図、写真図版18）

　調査区東側D4区に位置し、土坑中央部は溝SD8に切られている。平面形態は不整の円形を呈し、

規模は径1.22ｍ、深さ2.0～21.0㎝を測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は上層が褐灰色土（10YR4/1）

に明黄褐色土が斑点状に混入、下層は黒褐色土（10YR2/1）である。土坑壁体は緩やかに立ち上がり、

土坑基底面には凹凸がみられる。遺物は埋土中位付近より弥生土器や土師器、須恵器の破片の他、刀

子が出土した。

出土遺物

　55は土師器甕で口縁部は緩やかに外反し、口縁端部は丸く仕上げる。56は須恵器坏身の底部で、外

面にヘラ記号を残す。57は弥生時代後期の甕形土器の底部で、上げ底をなす。58は鉄製の刀子である。

時　期：出土した土師器、須恵器の特徴から、概ね古墳時代終末とする。
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5

第92図　SK20測量図・出土遺物実測図

ＳＫ19（第93図、写真図版18）

　調査区東部E3区に位置し、SK11上面で検出した。

平面形態は円形を呈し、規模は径0.98ｍ、深さ2.0～

4.0㎝を測る。断面形態は浅い逆台形状を呈し、埋

土は褐灰色土（7.5YR4/1）に明黄褐色土が斑点状

に混入するものである。土坑内からは、遺物は出土

していない。

時　期：出土遺物がなく時期特定は困難であるが、

埋土がSK18と酷似することから、概ね古墳時代終

末とする。

ＳＫ11（第93図、写真図版18）

　調査区東部E3区に位置し、土坑東半部は久米高

畑遺跡71次調査にて検出されている。また、土坑内

部はSK19に切られている。平面形態は不整長方形

を呈し、規模は長さ2.59ｍ、幅1.97ｍ、深さ2.0～4.0

㎝を測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は褐灰

色土（7.5YR6/1）に橙色土がブロック状に混入す

るものである。土坑内からは、遺物の出土はない。

時　期：出土遺物がなく時期特定は困難であるが、

SK19に先行することから、概ね古墳時代終末以前

とする。

1m0

(S=1:40)

（未掘）

（未掘）
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ＳＫ11
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〔久米高畑71次〕

１２

1　褐灰色土（明黄褐色土が斑点状に混入）〔SK19埋土〕
2　褐灰色土（橙色土がブロック状に混入）〔SK11埋土〕

第93図　SK11・SK19測量図
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ＳＫ16（第94図）

　調査区中央部D3区に位置し、土坑東側は掘立2柱

穴（SP100）に切られている。平面形態は楕円形を

呈し、規模は長径1.04ｍ、短径0.38ｍ、深さ3.6～7.0

㎝を測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は褐灰

色土（10YR5/1）に明黄褐色土が斑点状に混入する

ものである。遺物は弥生土器や土師器の細片が数点

出土したが、図化しうるものはない。

時　期：時期特定しうる遺物の出土はないが、埋土

がSK18やSK19と酷似することから、概ね古墳時代

終末とする。

（３）古代の遺構と遺物

　古代の遺構は、溝1条を検出した。

ＳＤ９（第95図、写真図版19）

　調査区南側F1～3区で検出した東西方向の溝で、

溝東端は久米高畑遺跡71次調査に続き、西側は調査

区へ続く。第Ⅵ層上面での検出であり、溝上面は第

Ⅴ層が覆う。規模は検出長7.0ｍ、検出幅1.0ｍ、深

さ4.0～15.0㎝を測る。断面形態はレンズ状を呈し、

埋土は褐灰色土（10YR4/1）単層である。溝基底面

には凹凸が著しく、溝壁体は緩やかに立ち上がる。

溝内からは弥生土器や須恵器、土師器の小片のほか

瓦や多数の河原石が出土した。

出土遺物（第96図、写真図版22）

　59～61は土師質の瓦片。59・60は平瓦で凸面には

太縄タタキ痕、凹面には布目痕を残す。61は丸瓦で

凸面には細縄タタキ、凹面には粘土の巻上げ痕や布

目痕がみられる。

時　期：出土した瓦の特徴から古代、8世紀代とす

る。

第94図　SK16測量図

第95図　SD9測量図
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第98図　掘立2測量図

第97図　掘立1測量図・出土遺物実測図

（４）中世の遺構と遺物

　中世の遺構は、掘立柱建物2棟を検出した。

掘立１（第97図）

　調査区中央部西寄りC・D2区に位置する南北2間、

東西1間の建物址で、6基の柱穴（SP54・65・67・89・

93・174）で構成される。建物規模は桁行長3.84ｍ、

梁行長2.30ｍ、柱穴間隔は1.88～1.96ｍである。建物を

構成する各柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、柱

穴掘り方規模は径21～27㎝、深さ12～20㎝を測る。柱

穴掘り方埋土は褐灰色土（7.5YR4/1）に、にぶい褐

色土が粒状に混入するものである。SP174の底面付近

からは、径10㎝大の石が出土した。遺物は柱穴掘り方

埋土中より、少量の土師器片や瓦器、石器が出土した。

出土遺物（写真図版22）

　62はSP89出土の瓦器椀。底部に断面方形状の高台

が付き、内面には放射状の暗文を施す。

時　期：出土遺物の特徴より中世前期、鎌倉時代とす

る。

掘立２（第98図）

　調査区中央部C2～D3区に位置し、建物上面は第Ⅱ

－3層が覆う。南北2間、東西1間の建物址で、5基の柱

穴（SP76・85・95・100・102）で構成される。建物

規模は桁行長3.47ｍ、梁行長2.40ｍ、柱穴間隔は1.48

～1.99ｍである。建物を構成する各柱穴の平面形態

は円形～楕円形を呈し、柱穴掘り方規模は径60～98

㎝、深さ13～50㎝を測る。柱穴掘り方埋土は褐灰色土

（7.5YR4/1）に、にぶい褐色土が粒状に混入するもの

である。柱穴内からは、弥生土器や土師器の細片が数

点出土したが、図化しうるものはない。

時　期：時期特定しうる遺物は出土していないが、柱

穴埋土が掘立1と酷似していることから、概ね鎌倉時

代とする。
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（５）近世の遺構と遺物

　近世の遺構は、溝4条を検出した。

ＳＤ２（第75・99図）

　調査区中央部C・D2区で検出した北西－南東方向の溝で、溝の形状や位置より調査地に隣接する久

米高畑遺跡71次調査で検出した溝SD2の延長部と思われる。第Ⅵ層上面での検出であり、第Ⅱ－3層

が覆う。規模は検出長3.70ｍ、幅0.20ｍ～0.28ｍ、深さ2.0～6.0㎝を測る。断面形態は皿状を呈し、埋

土は、にぶい黄橙色土（10YR7/2）に灰黄褐色微粒土（10YR6/2）が混入するものである。溝内から

は、土師器片が数点出土した。

時　期：出土遺物の特徴と埋土から、概ね近世とする。

ＳＤ３①（第75・99図）

　調査区南側D2～E3区で検出した北西－南東方向の溝で、久米高畑遺跡71次調査で検出した溝SD3

の延長部と思われる。第Ⅵ層上面での検出であり、第Ⅱ－3層が覆う。規模は検出長12ｍ、幅0.20ｍ

～0.24m、深さ2.0～5.0㎝を測る。断面形態は皿状を呈し、埋土はにぶい黄橙色土（10YR7/2）に灰黄

褐色微粒土（10YR6/2）が混入するものである。溝内からは、土師器片が数点出土した。

時　期：出土遺物の特徴と埋土から、概ね近世とする。

ＳＤ３②（第75・99図）

　調査区西側D1・2区で検出した北西－南東方向の溝で、SD3①と同一の溝と考えられる。第Ⅵ層上

面での検出であり、第Ⅱ－3層が覆う。規模は検出長3.70ｍ、幅0.3ｍ、深さ12.0㎝を測る。断面形態

は皿状を呈し、埋土はにぶい黄橙色土（10YR7/2）に灰黄褐色微粒土（10YR6/2）が混入するもので

ある。溝内からは、土師器片が数点出土した。

時　期：出土遺物の特徴と埋土から、概ね近世とする。

ＳＤ11（第75・99図）

　調査区南側D・E2区で検出した北西－南東方向の溝で、第Ⅵ層上面での検出であり第Ⅱ－3層が覆う。

規模は検出長5.13ｍ、幅0.20ｍ～0.38ｍ、深さ2.0～5.0㎝を測る。断面形態は皿状を呈し、埋土はにぶ

い黄橙色土（10YR7/2）に灰黄褐色微粒土（10YR6/2）が混入するものである。溝内からは、須恵器

片や土師器片が数点出土した。

時　期：出土遺物の特徴と埋土から、概ね近世とする。

〔SD3①〕

1

〔SD3②〕

1

〔SD11〕

1
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50cm0
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1　にぶい黄橙色土（灰黄褐色微粒土混入）

第99図　SD2・SD3①・SD3②・SD11断面図
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（６）その他の遺構と遺物

１）柱　穴（SP）
　柱穴は175基を検出した。平面形態は円形と楕円形があり、規模は径10～80㎝、深さ2.0～21.0㎝を

測る。柱穴埋土は二種類あり、埋土①：黒褐色シルト、埋土②：褐灰色シルトである。遺物は、埋土

①柱穴より弥生土器片や土師器片、須恵器片のほか、石器が数点出土した。

出土遺物（第100図、写真図版22）

　63はSP14出土の須恵器坏蓋。口縁部の小

片で、口縁端部は内傾する。64はSP11出土

の土師器坏で、底部外面には回転糸切り痕が

残る。65はSP37出土の扁平片刃石斧で、刃

部や基部の一部は使用により消耗している。

２）包含層出土遺物
（第101図、写真図版22）

　66は肥前系陶器碗で、波状の刷毛目文と鉄

釉を施す。67は陶器碗で外面には多重圏線と

亀甲文、口縁部内面には二重の圏線を施す。

68は陶器の坏で、平底である。69は瓦質の焙

烙、70は土師器鍋である。69は内面に円孔

１ヶを穿つ。66～70は江戸後期。71～73は須恵器。71は坏蓋の口縁部で、口縁端部は丸い。72・73は

甕。72は頸部片で、外面に格子タタキを施す。73は肩部片で、外面は平行タタキ後カキメ調整を施し、

内面には円弧タタキを施す。71～73は古墳時代後期。74・75は弥生土器。74は甕形土器の底部、75は

壺形土器の底部で平底をなす。弥生時代後期。

３）地点不明出土遺物（第101図、写真図版22）
　76は土師質の平瓦で、凸面には細縄タタキ、凹面には布目痕を残す。77～79は打製石鏃。77・78は

凹基無茎鏃で、自然面を残す。サヌカイト製。79は平基無茎鏃で、平面形態は二等辺三角形を呈する。

赤色珪質岩製。

第４節　小　結
　調査では、弥生時代前期末から中近世までの遺構･遺物を確認することができた。今回の調査では

来住廃寺創建時の瓦が溝SD9から出土しているが、部分的な検出のため、その性格や時期の詳細につ

いては言及することはできなかった。また、「回廊状遺構」の西方域における官衙関連の施設につい

ても確認することはできなかった。北側に隣接する場所で実施した久米高畑遺跡69次調査では、官衙

に関連する掘立柱建物跡を1棟確認したことより、調査地周辺が官衙関連施設が展開する南西端にあ

たることが想定されており、今回の調査でも調査地南側が急激に落ち込む地形の端部である事が明ら

かとなった。調査地を含む回廊状遺構西方域には本調査でも検出されているように、弥生時代や古墳時

代の遺構が展開しており、官衙成立以前には集落域として広く利用されていたことが追認された。

63：SP14
64：SP11
65：SP37

0 10cm

（S=1:3）

5

第100図　柱穴出土遺物実測図
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65

63
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遺構一覧・遺物観察表　　－ 凡例　－　

（1） 以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

（2） 遺物観察表の各掲載について

法量欄 （　）：推定復元値

調整欄 土製品の各部名称を略記した。

 例）口→口縁部、頸→頸部、胴→胴部、底→底部、天→天井部、体→体部。

胎土欄 胎土欄では混和剤を略記した。

 例）石→石英、長→長石、金→金ウンモ、赤→赤色土粒、角→角閃石、密→精製土。

 （　）の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

 例）石・長（1～3）→「1～3mm大の石英・長石を含む」である。

焼成欄 焼成欄の略記について。◎→良好、○→良。

表49　　竪穴住居一覧
竪穴

（SB） 地　区 平面形 規　模
長さ×幅×深さ（ｍ） 埋　土 内部施設 出土遺物 時　期 備　考

2 Ｄ１・２ 隅丸方形 3.90 ×（1.00）× 0.06 ～ 0.08 褐灰色土 周壁溝・柱穴 弥生・土師・須恵 古墳終末 SD10と重複し、
SP152に切られる

表50　掘立柱建物一覧

掘 立 地　区 方　位 規模（間） 桁行長
（ｍ）

梁行長
（ｍ）

床面積
（㎡） 柱穴埋土 出土遺物 時　期 備　考

1 Ｃ・Ｄ２ 南北 ２×１ 3.84 2.30 8.83 褐灰色土
（にぶい褐色土粒混入） 土師・瓦器・石器 鎌倉時代

2 Ｃ２～Ｄ３ 南北 ２×１ 3.47 2.40 8.32 褐灰色土
（にぶい褐色土粒混入） 弥生・土師 鎌倉時代

3 B・C1 南北 ２×α 4.56 （0.40） （1.84） 褐灰色シルト他 古墳終末以降

表51　　溝一覧
溝

（SD） 地　区 方　向 断面形 規　模
長さ×幅×深さ（ｍ） 埋  土 出土遺物 時  期 備　考

2 Ｃ・Ｄ２ 北西-南東 皿状 （3.70）× 0.20 ～ 0.28 × 0.02 ～ 0.06 にぶい黄橙色土
（灰黄褐色土混） 土師 近世 久米高畑遺跡71次調査

（SD2）の延長部

3 ① Ｄ２～Ｅ３ 北西-南東 皿状 （12.00）× 0.20 ～ 024 × 0.02 ～ 0.05 にぶい黄橙色土
（灰黄褐色土混） 土師 近世 久米高畑遺跡71次調査

（SD3）の延長部

3 ② Ｄ１・２ 北西-南東 皿状 （3.70）× 0.30 × 0.12 にぶい黄橙色土
（灰黄褐色土混） 土師 近世 SD10を切る

8 Ｄ１～Ｄ４ 東西 皿状 （8.40）× 0.60 ～ 0.80 × 0.07 ～ 0.20 褐灰色土他 弥生・土師
須恵・石器 古墳終末 SB2と重複し、SD2･3②に一部

削平され、SP113に切られる

9 Ｆ１～３ 東西 レンズ状 （7.00）×（1.00）× 0.04 ～ 0.15 褐灰色土 弥生・須恵・
土師・瓦・石 ８世紀 久米高畑遺跡71次調査の

延長部

10 Ｄ１・２ 東西 皿状 （3.60）× 0.60 ～ 0.80 × 0.04 ～ 0.16 褐灰色土
（褐色土粒混）

弥生・土師
須恵・石器 古墳終末 溝東側をSD3②に一部削平

され、西側はSB2と重複する

11 Ｄ・Ｅ２ 北西-南東 皿状 （5.13）× 0.20 ～ 0.38 × 0.02 ～ 0.05 にぶい黄橙色土
（灰黄褐色土混） 土師・須恵 近世

表52　　土坑一覧
土坑

（SK） 地　区 平面形 断面形 規　模
長さ×幅×深さ（ｍ） 埋  土 出土遺物 時  期 備　考

5 Ｄ３～
E ４ 円形 逆台形 2.30 × 2.30 × 0.03 ～ 0.18 褐灰色土他 土師・須恵

鉄滓 古墳終末 東側は久米高畑遺跡
71次調査にて検出

11 E ３ 不整長方形 逆台形 2.59 × 1.97 × 0.02 ～ 0.04 褐灰色土
（橙色土混） 古墳終末以前 久米高畑遺跡71次調

査（SK11）に続く

12 Ｂ２～
Ｃ３ 長方形 逆台形 2.34 × 1.58 × 0.02 ～ 0.04 褐灰色土 弥生土器 弥生前期末

13 Ｃ・Ｄ２ 円形 逆台形 1.50 × 1.50 × 0.02 ～ 0.06 褐灰色土 弥生 弥生前期末 SD2と 掘 立1（SP65）
に切られる

15 Ｄ２・３ 不整円形 逆台形 1.47 × 1.47 × 0.035 ～ 0.11 褐灰色土
（明黄褐色土混） 弥生・石器 弥生中期後半 SD8とSP97・99･112

に切られる

16 Ｄ３ 楕円形 逆台形 1.04 × 0.38 × 0.036 ～ 0.07 褐灰色土
（明黄褐色土混） 弥生・土師 古墳終末 掘立2（SP100）に切ら

れる

17 Ｄ３ 不整楕円形 逆台形 （2.18）×（0.84）× 0.03 ～ 0.13 褐灰色土
（明黄褐色土混） 弥生 弥生中期後半 SD8に切られる

18 Ｄ・E ３ 楕円形 逆台形 1.64 × 1.22 × 0.02 ～ 0.06 褐灰色土
（明黄褐色土混）

弥生・土師・
石器 古墳終末

19 E ３ 円形 浅い逆台形 0.98 × 0.98 × 0.02 ～ 0.04 褐灰色土
（明黄褐色土混） 古墳終末 SK11上面で検出

20 Ｄ４ 不整円形 逆台形 1.22 × 1.22 × 0.02 ～ 0.21 褐灰色土他 弥生・土師
須恵・鉄器 古墳終末 SD8に切られる
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表53　SK12出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

1 甕 口径
残高

（41.0）
21.4

貼付口縁。口縁端部にヘラ描き沈線
文 1 条と刻目。胴部にヘラ描き沈線
文 3 条＋刺突文 6 段。

口○ マメツ
胴○ ハケ（6本/㎝）
マメツ

口○ マメツ
胴○ マメツ（ミガキ？）

淡乳茶色
淡乳茶色

石･長（1～5）･赤
◎ 20

2 甕 口径
残高

（48.2）
12.5

貼付口縁。ヘラ描き沈線文 3 条＋刺
突文 3 段。

口○ ナデ
胴○ マメツ ナデ 乳白黄色

乳白黄褐色
石･長（1～4）･赤
◎

3 甕 口径
残高

（17.9）
5.8

貼付口縁。口縁端部に刻目。ヘラ描
き沈線文 6 条。

口○ マメツ
胴○ マメツ（ミガキ）マメツ 淡茶色 

淡茶色
石･長（1～4）･赤
◎

4 壺 口径
残高

（17.6）
18.5 太頸壺。頸部にヘラ描き沈線文 5 条。

口○ ヨコナデ
頸○ ナデ・マメツ
胴○ マメツ（ミガキ？）

ナデ・マメツ 淡黄橙色･黒灰色
淡黄灰色

石 ･ 長（1 ～ 5） 
◎ 20

5 壺 口径
残高

（17.4）
21.7 太頸壺。頸部にヘラ描き沈線文 7 条。

口○ ヨコナデ
頸○ ナデ
胴○ マメツ（ミガキ？）

口○ ヨコナデ
頸○ ナデ
胴○ ナデ･ミガキ

乳黄褐色・黒色
乳黄褐色・黒色

石 ･ 長（1 ～ 6）･ 金
◎ 黒斑 20

6 壺 口径
残高

（14.8）
10.0 太頸壺。頸部にへラ描き沈線文 4 条。

口○ マメツ
頸○ マメツ･ハケ？
胴○ マメツ ･ ナデ

マメツ・ナデ 乳黄色・淡灰色
乳黄色

石・長（1 ～ 5）
◎

7 壺 口径
残高

（21.6）
6.9

広口壺。頸部にへラ描き沈線文 7 条
以上。

口○ ナデ･ハケ→ミガキ
頸○ ハケ（7～8/㎝）マメツ（ナデ） 黄褐色

淡黄色
石・長（1 ～ 4）
◎

8 壺 口径
残高

（20.6）
7.7

広口壺。頸部にへラ描き沈線文 6 条
以上。

口○ ヨコナデ・ナデ
頸○ ハケ

口○ ミガキ（マメツ）
頸○ ナデ（マメツ）

暗茶褐色 
灰黄褐色

石･長（1～4）･金
◎

9 壺 残高 11.5 太頸壺。頸部にへラ描き沈線文 6 条。ハケ ハケ 淡黄色・淡褐色
淡褐色

石･長（1～3）･金
◎

10 壺 底径
残高

（7.0）
6.5 わずかに上げ底。 ナデ・マメツ ナデ・マメツ 淡黄褐色

淡褐色　　　
石･長（1～3）･赤
◎

黒斑
　

表54　SK13出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

11 甕 残高 3.5 胴部小片。へラ描き沈線文 5 条以上。ナデ マメツ・ナデ 黒色
淡褐色

石・長（1 ～ 2）
◎ 黒斑

12 壺 残高 14.6 胴部片。 ハケ→ミガキ
（ややマメツ） マメツ 淡灰茶色

淡乳褐色
石･長（1～5）･金
◎

表55　SK15出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

13 甕 残高 4.6 胴部片。へラ描き沈線文６条以上＋
刺突文１段 マメツ（ナデ） マメツ 灰茶色

乳灰茶色
石・長（1 ～ 4）
◎

14 甕 底径
残高

（4.5）
3.1 上げ底。底部外面に工具痕あり。 ナデ ナデ 暗茶褐色　　

黒褐色
石 ･ 長（1 ～ 2）
◎

表56　SK17出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

15 甕 残高 2.5 小片。 ナデ・ハケ ナデ 茶褐色
茶褐色

石･長（1～5）･金
◎

16 甕 底径
残高

（5.5）
2.0 わずかに上げ底。 ナデ・マメツ ナデ・マメツ 橙褐色

淡灰色
石・長（1 ～ 2）
◎

表57　SB2出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

17 坏身 たちあがり径
残高

（9.9）
2.1

たちあがりは内傾し、端部は丸い。
受部は水平に伸びる。 回転ナデ 回転ナデ 青灰色

青灰色
密
◎

18 甕 口径
残高

（26.6）
3.2

口縁部は外反し、口縁端部は丸い。
口縁端面に沈線状の凹みあり。 回転ナデ 回転ナデ 青灰色

青灰色
密
◎

19 甕 底径
残高

（7.0）
4.7 突出部をもつ上げ底。 マメツ・ナデ ナデ 橙褐色

黒褐色
石・長（1）
◎
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表58　SD8出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

20 坏蓋 口径
残高

（11.6）
3.8

扁平な天井部。口縁部は垂下し、端
部は丸い。

天○ 回転ヘラケズリ
口○ 回転ナデ 回転ナデ 灰白色

灰白色
長（1 ～ 2）･ 密
◎ 20

21 甕 口径
残高

（18.6）
3.7

口縁部は内湾し、口縁端部は内傾す
る。小片。

口○ ナデ
ヨコナデ→ハケ

口○ ナデ
ヨコナデ

黄褐色
橙褐色

石･長（1～2）･金
◎

22 高坏 残高 9.1 脚柱部。柱部は面取される。 マメツ（ナデ？）マメツ 橙茶色
橙茶色

密
◎ 20

23 甕 残高 6.9 貼付凸帯。凸帯上に刻目あり。 マメツ マメツ（ナデ） 灰褐色・淡茶褐色
乳茶褐色

石･長（1～3）･金
◎

24 壺 口径
残高

（14.4）
4.4 口縁部は外反し、口縁端部は丸い。 ヨコナデ（マメツ）マメツ 黒褐色

黒褐色
石･長（1～2）･金
◎

25 壺 残高 3.3 頸部。貼付凸帯１条。 ヨコナデ　　 ナデ　　　　
ナデアゲ

淡茶色
淡茶褐色

石･長（1～2）･金
◎

26 高坏 残高 8.4 脚柱部。指込技法。 マメツ しぼり痕　　
ナデ

淡茶色
淡乳褐色

石（1）･ 密・赤
○ 20

表59　SD8出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

27 不　明 完　存 砂岩 3.25 2.40 2.10 22.24

28 不　明 完　存 砂岩 2.20 2.05 1.90 10.96

29 柱状片刃石斧 ほぼ完存 緑色片岩 14.50 3.90 2.30 210.56 20

30 砥　石 完　存 緑色片岩 13.00 7.00 5.70 820.00 20

31 砥　石 ほぼ完存 砂 岩 25.70 13.90 9.60 4,700.00 21

32 砥　石 完　存 砂岩 32.20 19.20 11.50 83,00.00 21

表60　SD10出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備考 図版
外 面 内 面

33 甕 口径
残高

（17.2）
5.4

内湾口縁。口縁端部は内傾し、端面
はナデ凹む。

口○ ヨコナデ（マメツ）
頸○ マメツ（ハケ？）

口○ ヨコナデ
頸○ ケズリ

茶色
黄褐色

石･長（1～3）･金
･角　◎ 21

34 甕 口径
残高

（22.8）
4.1 口縁部は外反し、端部は丸い。 ナデ・ヨコナデ

マメツ（ヨコナデ）
マメツ（ケズリ？）

茶褐色
淡茶褐色

石･長（1～3）･金
◎

35 甕 残高 3.4 肩部小片。へラ描き沈線文 2 条（記
号か）。 ハケ（6～7本/㎝）

ハケ（6 本 /㎝）→
ナデ

茶褐色
茶褐色

石･長（1～2）･金
◎ 黒斑 21

36 壺 口径
残高

（21.4）
3.15 口縁部小片。口縁部は外反する。 回転ナデ→ナデ 回転ナデ→ナデ 青灰色

青灰色
密
◎

37 支脚 残高 4.7 角状突起。 ナデ（マメツ） 乳褐色
乳褐色

石・長（1）・赤
◎ 黒斑

38 壺 底径
残高

（10.0）
5.5 上げ底。 ナデ（マメツ） ハケ？（マメツ）橙褐色

褐色
石・長（1 ～ 3）
◎

表61　SD10出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

39 伐 採 斧 2/3 緑色片岩 12.60 7.30 2.50 420.00 21

表62　SK5出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

40 甕 口径 
残高

（15.3）
4.7 口縁部は外反し、端部は丸い。

口○ マメツ
胴○ ナデ ナデ 乳白褐色

乳白色　
石･長（1～5）･金
◎

41 甕 口径 
残高

（20.1）
3.6

口縁部は外反し、端部はわずかに内
傾する。

口○ ヨコナデ（マメツ）
胴○ ナデ（マメツ）

口○ マメツ
胴○ ケズリ（マメツ）

褐色
褐色

石･長（1～5）･金
◎

42 甕 残高 9.4 胴部片。 平行叩き→カキメ 円弧タタキ 暗灰色
青灰色

密
◎
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表63　SK5出土遺物観察表　金属製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

43 鉄　滓 鉄 3.00 2.20 2.00 14.31 21

44 鉄　滓 鉄 2.75 2.40 1.30 10.44 21

45 鉄　滓 鉄 3.10 4.60 2.00 20.87 21

表64　SK18出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

46 甕 口径
残高

（18.4）
18.1 口縁部は外反し、端部は丸い。記号あり。

口○ ヨコナデ（マメツ）
胴○ ハケ（5～6本/㎝）

（マメツ）

口○ マメツ
胴○ ハケ・ケズリか
ミガキ（マメツ）

淡茶色
淡茶色

石･長（1～5）･金
◎ 黒斑

47 高坏 残高 9.7 柱部外面は面取りされる。 ナデ（マメツ） ナデ 明橙褐色
橙褐色

石･長（1～2）･赤
◎

48 壺 口径
残高

（22.3）
15.7

長頸壺。頸部に押圧凸帯 2 条、口縁部内
面に凸帯と注口状凸帯あり。

口○ マメツ
頸○ ヨコナデ･ミガキ

口○ マメツ
頸○ マメツ（ナデ）

乳灰褐色
乳灰褐色

石・長（1 ～ 5）
◎ 21

49 壺 口径
残高

（25.2）
1.6

長頸壺。口縁部内面に貼付凸帯あり。凸
帯上に押圧刻目文を施す。 ヨコナデ（マメツ）ヨコナデ 乳灰褐色

淡灰茶色
石・長（1 ～ 4）
◎

50 壺 残高 5.4 長頸壺。頸部にへラ描き沈線文 4 条以上、
口縁部内面に押圧凸帯を貼付。 マメツ（ミガキ） マメツ（ヨコナデ）赤茶色

赤茶色
石・長（1 ～ 3）
◎

51 壺 残高 4.4 広口壺の頸部片。へラ描き沈線文 4
条以上。 ナデ ナデ 乳黄白色

乳黄白色
石・長（1 ～ 2）
◎

52 壺 残高 4.7 肩部片。沈線文（3 条＋ 8 条）と 3
条の山形文あり。 ハケ→ナデ マメツ（ナデ？） 淡茶色

橙茶色
石・長（1 ～ 3）
◎

表65　SK18出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

53 石　鏃 完　存 サヌカイト 2.60 2.00 0.30 1.11 21

54 扁平片刃石斧 1/2 緑色片岩 6.10 3.80 1.10 40.08 21

表66　SK20出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

55 甕 口径
残高 

（20.0）
7.5

口縁部は緩やかに外反し、端部は丸
い。 マメツ ナデ・マメツ 橙褐色

橙褐色
石・長（1）
◎

56 坏身 底径
残高

（7.0）
1.0 底部外面にへラ記号あり。

体○ 回転ナデ
底○ 回転ヘラケズリ 回転ナデ 青灰色

青灰色
密
◎

57 甕 底径
残高

5.2
2.6 上げ底。 ナデ ナデ 乳白褐色・黒灰色

乳白褐色
石・長（1 ～ 3）
◎ 黒斑

表67　SK20出土遺物観察表　金属製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

58 刀　子 約 1/3 鉄 4.00 2.10 1.25 8.33

表68　SD9出土遺物観察表　瓦製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

59 平　瓦 小　片 土 師 質 9.60 12.90 2.30 347.76 22

60 平　瓦 小　片 土 師 質 13.40 10.60 2.30 309.00 22

61 丸　瓦 小　片 土 師 質 15.10 9.50 2.30 385.38
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表70　柱穴出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

63 坏蓋 口径
残高

（13.0）
2.4 口縁部小片。口縁端部は内傾する。 回転ナデ 回転ナデ 暗灰色

青灰色
密
◎ SP14

64 坏 底径
残高

（6.0）
1.7

土師器坏の底部。底部切り離しは、
回転糸切り技法による。 ナデ ヨコナデ 黒灰色

乳灰色
密
◎ SP11

表71　柱穴出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

65 扁平片刃石斧 ほぼ完存 緑色片岩 8.70 2.95 1.50 62.86 SP37 22

表69　掘立1出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

62 椀 底径
残高

（4.3）
0.8 瓦器。底部内面に暗文あり。 ヨコナデ・ナデ ナデ 灰色

灰色
密
◎ SP89 22

表73　地点不明出土遺物観察表　瓦製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

76 平　瓦 小　片 土 師 質 11.05 10.50 2.70 351.55 22

表74　地点不明出土遺物観察表　石製品

番号 器　種 残　存 材　質
法　　量

備　考 図版
長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重さ（ｇ）

77 石　鏃 ほぼ完存 サヌカイト 2.00 1.60 0.30 0.74 凹基無茎式 22

78 石　鏃 ほぼ完存 サヌカイト 2.40 1.50 0.30 1.29 凹基無茎式 22

79 石　鏃 完　存 赤色珪質岩 3.30 1.65 0.45 3.22 平基無茎式 22

表72　包含層出土遺物観察表　土製品

番号 器種 法量（㎝） 形 態 ・ 施 文
調　　整

色調
（外面）
（内面）

胎 土 
焼 成

備 考 図版
外 面 内 面

66 碗 残高 4.3 肥前系陶器碗。白土で波状の刷毛目
文と鉄釉あり。 回転ナデ→ナデ

灰褐色・白灰色
灰褐色

密
◎

67 碗 口径
残高

（10.3）
3.7

陶器碗の口縁部小片。外面に横帯と重
圏線と亀甲文、口縁端部内面に 2 重圏
線あり。

施釉 施釉 釉調 : 淡緑色透明 淡灰白色
◎

68 坏 底径
残高

（3.0）
1.0 陶器。平底。 回転ナデ 施釉 乳灰色

釉調：緑釉
密・灰白色
◎

69 焙烙 口径
残高

（33.7）
2.2

瓦質。内面に直径 7mm の円孔 1 ヶ
を穿つ。 ナデ→ヨコナデ ミガキ（？）→

ヨコナデ
暗褐色
淡灰褐色

石･長（1～2）･金
◎

煤付着 22

70 鍋 口径
残高

（38.6）
　2.5

口縁部小片。口縁部はほぼ直立し、
端部は水平に延び、丸い。

口○ ヨコナデ
ハケ

口○ ナデ
ヨコナデ

乳褐色
乳褐色・黒灰色

密・金
◎

71 坏蓋 口径
残高

（13.8）
1.1 かえりは内傾し、口縁端部は丸い。 回転ナデ 回転ナデ 灰色　　　　

灰色　　　　
密
◎

72 甕 残高 2.6 頸部片。 格子叩き 回転ナデ
へラケズリ→ナデ

青灰色　　　
青灰色

密・石（4）
◎

73 甕 残高 4.5 肩部片。 回転ナデ
平行叩き→カキメ

ナデ
円弧叩き

暗灰色
青灰色

密
◎

74 甕 底径
残高

（4.4）
2.2 平底。 ナデ（マメツ） ナデ 赤橙色・灰褐色

赤橙色
石・長（1 ～ 3）
◎ 黒斑

75 壺 底径
残高

（12.6）
3.2 底部小片。平底。 ナデ（ハケ？）

マメツ マメツ 褐色・黒色　
褐色

石・長（1 ～ 2）
◎ 黒斑
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第Ⅴ章　調査の成果と課題
　近年来住台地上では、官衙関連主要施設南西部の様相を解明する目的で調査を継続的に行っており、

今回の久米高畑遺跡69次調査、久米高畑遺跡71次調査、久米高畑遺跡73次調査は、久米官衙遺跡群の

中でも最も大きくまた主要な遺構である、回廊状遺構の西方および台地の南西部における官衙関連遺

構の展開を確認することを主目的に行った。その結果、官衙関連施設と考えられる建物1棟を確認す

るに至った。

　縄文時代

　久米高畑遺跡71次調査では、倒木痕中に縄文時代後期の深鉢口縁部片が出土している。近隣では同

遺跡36次調査で縄文時代晩期前半の円形竪穴住居が確認され、同遺跡33次調査の縄文時代晩期後半の

SK30では断面袋状方形土坑の中央に円形柱穴が見られる例があり縄文時代の落とし穴とされている。

このように当地では縄文晩期以降、この南西部付近まで活動範囲であったと考えられる。

　弥生時代

　弥生時代の遺構は3調査区全域に分布する。竪穴住居、掘立柱建物、円形・方形土坑、溝などが確

認され、多彩な集落活動が窺えられる。なかでも、久米高畑遺跡71次調査検出の後期後葉の竪穴住居

SB1は外8本、内に4本の主柱穴や炉などをもつ円形または八角形の住居は当地での検出例は少なく、

桑原地区では同様な特徴を持った多数の住居が確認されている。来住台地上では、近接する久米高畑

遺跡69次調査のSB1と掘立3、また西方の久米高畑遺跡58次調査のSB07ほか、久米高畑遺跡62次調査

のSB003など、数例があげられる。そのほか、久米高畑遺跡71次調査の前期末〜中期初頭のSK4から

はガラス小玉の出土を見ており、松山平野では最古の例となるものである。今回の調査では弥生時代

の遺構は各調査区で確認され、当時広く台地南西部において弥生集落が営まれていたことが分かった。

　古墳時代

　古墳時代では久米高畑遺跡73次調査で掘立柱建物、方形竪穴住居、溝、土坑が確認されているが遺

構数は少なく、この集落の中心はより西方に存在すると推定される。

　古代

　古代では3調査区でも遺構数は極端に少なく、柱穴数基、溝1条、掘立柱建物1棟である。この久米

高畑遺跡69次調査の掘立4は、その特徴から主要官衙建物ではなく、雑舎的な官衙関連施設との評価

がなされている。今回の調査地以南は地形が急激に落ち込むことが想定されることから、結果的には

他の周辺既往調査も含め、現段階ではこの掘立4以南および以西には主要官衙施設あるいは官衙関連

施設は確認できず、回廊状遺構の西部および台地の南西部では掘立4が南西限と考えられる。

　中世

　中世では、掘立柱建物、土坑、溝を多数検出した。確認された遺構の大半は調査区西半に分布する。

遺構の中には柱穴内祭祀が行われた状況も見られ、このことからも西方域には中世の中核的な集落が

存在する可能性も考えられ、今後の調査に期待する。

　主に以上のような成果を得た。これまで、官衙遺跡群南西域の様相について不明な点が多い地域で

あったが、小規模な遺構ではあるが官衙関連の建物が確認できたことは大きな成果であった。
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第102図　69次・71次・73次遺構配置図
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写真図版

	 写真図版 1～ 7：久米高畑遺跡69次調査

	 写真図版 8～ 14：久米高畑遺跡71次調査

	 写真図版15～ 22：久米高畑遺跡73次調査



写真図版データ

１．遺構は、主な状況については、4×5判や6×7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィルム

で撮影し、35㎜判フィルムカメラ・デジタルカメラで補足している。一部の撮影には高所作業車・

やぐらを使用した。

	 使用機材：

	 カ メ ラ	 トヨフィールド45A	 レ ン ズ	 スーパーアンギュロン	 90㎜他

	 	 アサヒペンタックス67	 	 ペンタックス67	 55㎜他

	 	 ニコンニューFM2	 	 ズームニッコール	 28～85㎜他

	 フ ィ ル ム	 白 黒	ネオパンSS・アクロス

２．遺物は、4×5判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影している。

	 使用機材:

	 カ メ ラ	 トヨビュー45G

	 レ ン ズ	 ジンマーS240㎜	Ｆ5.6他

	 ス ト ロ ボ	 コメット/CA32・CB2400

	 スタンド等	 トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101

	 フ ィ ル ム	 ネオパンアクロス

３．単色図版は、一部を除き、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

	 使用機材:

	 引 伸 機	 ラッキー450MD・90MS

	 レ ン ズ	 エル・ニッコール135㎜	F5.6A・50㎜	F2.8N

	 印 画 紙	 イルフォードマルチグレードⅣ	RCペーパー

４．製 版：写真図版175線

	 印 刷：オフセット印刷

	 用 紙：マットコート110kg

	【参考】『埋文写真研究』vol.1～20・『報告書制作ガイド』『文化財写真研究』vol.1、2

［大西	朋子］



久米高畑遺跡69次調査写真図版１

２. 掘立4半截状況（西より）

１. 遺構検出状況（南東より）



写真図版２ 久米高畑遺跡69次調査

１. 掘立7、SK8・12半截状況（西より）

２. 官衙遺跡群南西部遠景（南東より）



写真図版３ 久米高畑遺跡69次調査

１. SD1完掘状況（北西より） ２. SK1掘り下げ状況（北より）

３. SK2、SX2、掘立6、SB3・4半截状況（南東より）



写真図版４

１. SK2半掘状況
　（北より）

２. SK8遺物出土状況
　（南西より）

３. SK9半掘状況
　（東より）

久米高畑遺跡69次調査



写真図版５ 久米高畑遺跡69次調査

１. SP116遺物出土状況
　（南より）

３. 現地説明会風景

２. 遺構北半掘り下げ状況
　（南より）



写真図版６

１. 出土遺物 （掘立4：3、 掘立5：4、 掘立6：5・6、 掘立7：7、 SK8：17・18、 SK9：19、 SK13：22、 SK16：26）

久米高畑遺跡69次調査

５

26

３

７
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４

17



写真図版７ 久米高畑遺跡69次調査

１. 出土遺物 （SK15：24・25、 SD1：11～13、 包含層：41・46～48、 SP116：57・58、 SP228：35）
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写真図版８

１．調査前風景
　（南東より）

２．重機による掘削状況
　（南東より）

３．調査風景
　（北東より）

久米高畑遺跡71次調査



写真図版９ 久米高畑遺跡71次調査

１．南西隅土層（北東より）

２．遺構検出状況（北西より）



写真図版10

１．SD8上面遺物出土状況
　（南東より）

２．SP3内瓦出土状況
　（南東より）

３．SK1・SK4遺物出土状況
　（北より）

久米高畑遺跡71次調査



写真図版11 久米高畑遺跡71次調査

１．SK8半掘状況
　（南より）

２．SB1・主柱穴完掘状況
　（北より）

３．SD8半掘状況
　（南東より）



写真図版12

１．遺構半掘状況（北西より）

２．遺構半掘状況（北西より）

久米高畑遺跡71次調査



写真図版13 久米高畑遺跡71次調査

１．現地説明会

２．調査後全景

3
4

6

３．出土遺物（SB1：3・4、SK1：6）



写真図版14

19

20

21 22

23

24

27

28

30

１．出土遺物 （SK4：19～21、SD8：22、SP3：23・24、SD1：27、倒木2：28、第Ⅱ～Ⅴ層：30）

久米高畑遺跡71次調査



写真図版15 久米高畑遺跡73次調査

１. 調査地全景（南より）

２. 完掘状況〔中近世〕
　（北東より）

３. 現地説明会（南より）



写真図版16

１. SK12遺物出土状況
　（南西より）

２. SK13遺物出土状況
　（北東より）

３. SB2完掘状況
　（北東より）

久米高畑遺跡73次調査



写真図版17 久米高畑遺跡73次調査

１. SD8完掘状況
　（南西より）

２. SD8遺物出土状況
　（南西より）

３. SD10完掘状況
　（北東より）



写真図版18

１. SK5・11・18・19
　 検出状況（北より）

２. SK18遺物出土状況
　（南西より）

３. SK20遺物出土状況
　（北より）

久米高畑遺跡73次調査



写真図版19 久米高畑遺跡73次調査

１. SD9完掘状況（西より） ２. SD9遺物出土状況（西より）

３. 完掘状況（南西より）



写真図版20

１. SK12出土遺物（1・4・5）、SD8出土遺物①（20・22・26・29・30）
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写真図版21 久米高畑遺跡73次調査

１.  SD8出土遺物②（31・32）、SD10出土遺物（33・35・39）、SK5出土遺物（43～45）、SK18出土遺物（48・
53・54）
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写真図版22

１. SD9出土遺物（59・60）、掘立1出土遺物（62）、SP37出土遺物（65）、包含層出土遺物（69・76）、
　 地点不明出土遺物（77～79）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

久米高畑遺跡
69 次調査

集落 
官衙

弥生

古代

中世

竪穴住居・掘立柱建物・土坑・

性格不明遺構・柱穴

掘立柱建物・土坑・柱穴

掘立柱建物・溝・土坑・柱穴

弥生土器・石器

弥生土器・土師器・須恵器・瓦

弥生土器・土師器・須恵器・

瓦器

久米高畑遺跡
71 次調査

集落

弥生

古墳

古代

中世

近世

竪穴住居・溝・土坑

溝・土坑

土坑・柱穴

土坑

溝

弥生土器・ガラス小玉・石器

弥生土器・土師器・須恵器

弥生土器・土師器・須恵器・瓦

土師器・瓦器・瓦

土師器・須恵器・瓦器・磁器・陶器

久米高畑遺跡
73 次調査

集落

弥生

古墳

古代

中世

近世

土坑
竪穴住居・掘立柱建物・溝・土坑

溝

掘立柱建物

溝
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弥生土器・須恵器・土師器・石器・鉄滓

弥生土器・須恵器・土師器・瓦

弥生土器・土師器・瓦器・石器

土師器・須恵器

要　　約

久米官衙遺跡群の中でも主要遺構である回廊状遺構西方における官衙関連施設の存在を確認することを主
目的に調査を行った結果、縄文時代から中世と幅広い時代の遺構が確認され、中でも久米高畑69次調査で
は官衙に関連すると思われる東西棟の小規模な掘立柱建物を検出し、主要官衙施設は確認されなかったが、
調査地周辺が官衙関連施設が展開する南西端部であることが推定された。弥生時代では掘立柱建物や土坑
が多数確認され弥生時代前期から後期まで集落が展開していたことが窺える。特に、前期末〜中期初頭の
土坑からガラス小玉が出土し、松山平野で出土したガラス玉では最古になる。中世においては掘立柱建物
や溝、土坑のほか柱穴内祭祀と思われる柱穴を確認し、当地での中世集落の一端が明らかになった。
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